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図面リスト ０１

図面番号 図　面　名　称図面番号 図　面　名　称図面番号 図　面　名　称

図　面　リ　ス　ト

表紙

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－ 08

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

01

02

03

04

05

06

07

09

10

11

12

付近見取図・配置図

01

02

Ｍ－

Ｍ－

03Ｍ－

Ｍ－ 04

機械設備工事特記仕様書

給排水衛生設備　配置図・凡例・桝表・掘削参考図

01

02

03

04

05

Ｅ－

Ｅ－

Ｅ－

Ｅ－

Ｅ－

電気設備工事特記仕様書

設計概要・仕上表

求積図

１．２階平面図・屋根伏図

立面図・断面図

矩計図

展開図

天井伏図・建具ＫＥＹＰＬＡＮ

建具表

家具・備品図

Ｓ－ 01

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

02 

03

04

図面リスト 構造概要書・構造特記仕様書

配置図

幹線・電灯・コンセント設備　１．２階平面図

照明器具設備・照明器具姿図

給排水衛生設備　１．２階平面詳細図・衛生器具表

冷暖房・換気設備　１．２階平面図・機器表・換気計算書

幹線設備・分電盤結線図

１．２階平面詳細図

Ｓ－

Ｓ－

06

07

Ｓ－ 08

Ｓ－ 09

Ｓ－

Ｓ－

２階床梁伏図・小屋伏図

部材リスト

鉄骨詳細図

Ｓ－ 10

Ｓ－

Ｓ－

11

12

鉄骨標準詳細要領

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

基礎伏図・基礎リスト・アンカー伏図

05a

05ｂ

ボーリング調査位置図

ボーリング調査柱状図

軸組図－1

軸組図－2

胴縁図
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０２設計概要書・仕上表

用途指定

防火指定

実値

室内仕上表設計概要

（床用） 2900 （主架構用）

100 (

50

1800 N/㎡

2000ｃｍ

仮定長期

ｍ/ｍ

3800

KN/㎡

)N/㎡

N/㎡

200
鉄骨表し(FE塗装)

-

■シックハウス対策
F☆☆　　・・・第二種ホルムアルデヒド発散建築材料
F☆☆☆　・・・第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
F☆☆☆☆・・・規制対象外
告示対象外

■塗装
SOP
LC
FE
VE
AE
②-UE

合成樹脂調合ペイント
クリアラッカー
フタル酸樹脂エナメル
塩化ビニル樹脂エナメル
アクリル樹脂エナメル
２液形ポリウレタンエナメル

G-EP
EP
MP
T-EP
①-UC、②-UC
OS

つや有合成樹脂エマルションペイント
合成樹脂エマルションペイント
多彩模様塗料
合成樹脂エマルション模様塗装
ウレタン樹脂ワニス
オイルステイン

■防火認定
不燃石膏ボード　　　t=12.5
不燃耐水石膏ボード　t=12.5
不燃化粧石膏ボード　t=12.5
不燃ｼﾞﾌﾟﾄ-ﾝ　t=9.5
ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板  t=6

NM-8619
NM-9639
NM-8614
NM-1864
NM-8578

準不燃石膏ボード　　　t= 9.5
準不燃耐水石膏ボード　t= 9.5
準不燃化粧石膏ボード　t= 9.5
準不燃ｼﾞﾌﾟﾄ-ﾝ 　　　　t= 9.5
不燃壁材 + 石膏ボード t=12.5

QM-9828
QM-9826
QM-9824
QM-0524
NM-****

■内装制限

下地共不燃材料

不燃材料

下地共準不燃材料

準不燃材料

難燃材料

不

不

準

準

難

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6
ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ　　t=5

NM-8424
NM-8576

敷地面積

建蔽率

容積率

梁下
防火服用フック、木製下地(20人 程度)

60 2300塩ビ製
化粧石膏ボードt=9.5

化学畳 t=50 程度 畳寄せ
- 2500塩ビ製

-
- 2500塩ビ製

化粧石膏ボードt=9.5
- 2500塩ビ製

石膏ボードt=12.5 EP塗装ソフト巾木
60 2600塩ビ製

キッチン(リクシル Tio L=1800 程度、IH 2口、
換気扇、電気温水器、吊戸棚)、スリッパ棚

石膏ボードt=12.5 EP塗装

石膏ボードt=12.5 EP塗装

化粧石膏ボードt=9.5

化粧石膏ボードt=9.5

ソフト巾木
60

同上

60
同上

3000塩ビ製

3000塩ビ製

石膏ボードt=12.5 EP塗装ソフト巾木
60 2600塩ビ製

石膏ボードt=12.5 EP塗装
塩ビ製

化粧石膏ボードt=9.5ササラ長尺塩ビシートt=2

木製階段下地

下地）

下地） 合板t=5.5

長尺塩ビシートt=2 ソフト巾木

ソフト巾木

モルタル巾木

ラスカット下地

モルタル巾木

ラスカット下地

木製棚（L500×D600×H2700 3段)石膏ボードt=12.5 EP塗装

造作棚

アルミ既成庇

下地）

下地）

化粧合板フロアーt=12

化粧合板フロアーt=12

ネダフォーム下地 同等

ネダフォーム下地 ＋根太組

ネダフォーム下地 ＋根太組

300

ビニルクロス張り

下地） 石膏ボードt=9.5

ビニルクロス張り

下地） 石膏ボードt=9.5

ビニルクロス張り、防水石膏ボードt=12.5 下地

腰:化粧ケイカル板t=6、防水石膏ボードt=12.5 下地

下地）

ビニルクロス張り

石膏ボードt=12.5

下地）

ビニルクロス張り

石膏ボードt=12.5

下地）

ビニルクロス張り

石膏ボードt=12.5

大潟村防災センター改築工事 新築工事

支所

建築種別

建物用途

工事名称

建築場所

地域指定

敷地

一般事項

建物概要

構造概要

規模

基礎形式

軸部

耐火建築物

鉄筋コンクリ－ト布基礎

建築面積

階数 最高軒高

軽量鉄骨ブレース構造

最高高さ

延床面積

地耐力

積雪

積載荷重

内壁

間仕切

天井

内部軸組

外部仕上

外壁

屋根

電気

給排水

ガス

設備

消防

空調

板金金物

樋

塗装

雑工事

軒樋：角樋120型　　竪樋：75φ

水切：カラーガルバリウム鋼板t=0.5、笠木、雨押え：カラーガルバリウム鋼板t=0.5

鉄骨赤錆止(JIS K 5674)下地、本体見え掛かり部　FE塗装

有り

有り

有り

無し

無し

カラーガルバリウム鋼板t=0.8 H=166 折版葺(ハゼ式)

裏面　発泡ポリエチレンフォームt=4

鋼製胴縁

透湿防水シート

雪止めアングル 1段

金属系サイディングt=15～16

床 1F

2F

その他

階名

１階

室名

車庫 準

備蓄倉庫

玄関

床 巾木
H

腰 壁 天井 備考
H

ｍ/ｍ
廻縁

トイレ1・2

床の間

物入

キッチン

２階 踏込

共通 階段

7.475 勾配8.100
3/100
（片流れ）

77.76㎡ 155.52㎡

mm

その他指定都市計画区域外

無指定

％

％

2

小屋裏：グラスウールt=100(24kg/＊)敷込(※2階のみ)

鋼製下地

2階トイレ廻りのみ、グラスウールt=100(24kg/＊)充填

鋼製下地

内壁廻りグラスウールt=100(24kg/＊)充填(※2階のみ)

鋼製下地

デッキプレートEZ50 t=1.6 H=50

強化石膏ボードt=15

押出法ポリスチレンフォーム保温板(3種b)t=30

合板t=12

配筋:D13@200 タテヨコ、ダブル

土間コンクリートt=200

土間コンクリート金ゴテ(誘発目地)

合板t=5.5

長尺塩ビシートt=2

合板t=5.5

長尺塩ビシートt=2
下地）

下地）

化粧石膏ボードt=9.5

化粧石膏ボードt=9.5

内装クロスは誘発目地を設けるものとする。

■建築工事仕様：図面及び特記仕様に記載なき事項は国土交通大臣官房官庁営繕部監修『公共建築工事標準仕様書』最新版による。建築工事特記仕様書

・仮設工事：監督員事務所は設けない　工事用水及び電力は利用できない　工事表示板は設ける（180㎝×90㎝）　

・鉄骨工事：プレファブ鉄骨はメーカー仕様による（参考メーカー品　大和ステップ同等品とする）

・一般共通事項：工事提出書類は発注者監督員の指示による。　

胴縁最下部は防水処理を行うこと。(詰めモルタル・シーリング等)

使用する材料は全て石綿・クロルピリホスを含まないものとする。ホルムアルデヒド発散建築材料は、F☆☆☆☆とする。記事

手摺り：ビニル製φ34
ｽﾃﾝﾚｽﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW=35(ｺﾞﾑ付)

内装
制限

消防団休憩室

1095.0㎡

秋田県南秋田郡大潟村字中央2－8，2－15地内

防湿ポリエチレンフィルムt=0.15、砕石t=300



図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社 草階建築創作所渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3

S=1:100

S=1:200

Ａ大潟村防災センター改築工事
032020

求積図 ０３

車庫 A

B

7.20 x 7.20 51.84

1.80 x 2.05 3.69

備蓄倉庫

C 0.70 x 0.45 0.315

D 4.40 x 3.60 15.84

E 1.00 x 2.50 2.50

室名 計算結果(㎡) 面積(㎡)

建築面積

計算式(ｍ)

7.20 x 10.80 77.76 77.76

延床面積 77.76 + 77.76 155.52 155.52

面積表

A

B

D

F

L

K
M

階段

18.34

F

G

2.80 x 1.10 3.08

1.10 x 0.45 0.495
3.575

H 5.10 x 9.00 45.9
48.21

I 3.30 x 0.70 2.31

J 2.10 x 6.10 12.81

K

L 1.10 x 1.80 1.98

M 1.00 x 1.80 1.80トイレ1 1.80

N 2.10 x 1.80 3.78トイレ2 3.78

O 1.80 x 1.80 3.24物入 3.24

P階段

2階床面積 7.20 x 10.80 77.76 77.76

採光計算（法35条　法35条の2）

室名 床面積 係数 必要面積 符号 有効面積 計 判定

消防団休憩室 1/2048.21

-

-

-

-

換気計算（法28条の2項）

室名 床面積 係数 必要面積 符号 計算式(幅×高さ×数量) 有効面積 計 判定

消防団休憩室

- -

排煙計算（令126条の2）

室名 床面積 係数 必要面積 符号 計算式(幅×高さ×数量) 有効面積 計 判定- -

消防団休憩室 1/50 0.75 x 0.76 x 448.21 - -

消防活動上の有効な開口部の算定　（1/30）

階数 床面積 必要面積 符号 幅 高さ 数量 有効面積 計 判定

1F 77.76 2.592 有窓階

OK

OK

OK0.75 x 1.50 x 4 - -

2F 77.76 2.592 有窓階
1.50

E

C

G

1階床面積 7.20 x 10.80 77.76 77.76

O

NJ

P

H

I

消防団休憩室

キッチン

1/2048.21

玄関
4.005

51.84

1.31 x 1.10  1.43 16.22

4.10 x 1.10  4.50  4.50

1.60 4

AW-1 1.50 21.60

AW-3

4.80
4.80

9.60
9.60

計算式(幅×高さ×数量)

 1.60 x 1.50 x 4 

0.96

2.41

2.41 9.60 9.60

4.50 4.50

2.28 2.28

AW-3

AW-3

AW-3

7
20
0

720025001100

28
0
0

4
40
0

10800

1800 9000

18
0
0

1100 6100 1800 1800

10800

7
20
0

3600 7200

450 2050

1
1
00

70
0

1
0
0
0

1
0
00

51
0
0

2
10
01
10
0

1100700

7
20
0

3
3
00

18
0
0

1
30
0

41
0
0

１階求積図　S=1:100 ２階求積図　S=1:100

車庫

備蓄倉庫

階段

トイレ1

物入

トイレ2キッチン

階段

消防団休憩室

玄関
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０４付近見取図・配置図

道路境界線　36,500

敷地出入り口
幅7.0m

前面道路幅員（22.0m）

敷地出入り口
幅7.0m

歩道歩道

隣
地
境
界
線
　
3
0
,
0
0
0

隣
地
境
界
線
　
3
0
,
0
0
0

隣地境界線　36,500

既存花壇 既存花壇

建物前スペース　17ｍ×２６m

1
6
,
8
0
0

7
,
2
0
0

6
,
0
0
0

10,800 18,0007,700

PS

U
P

13

5

9

備蓄倉庫
1FL±0

車庫

玄関

ボート

ポンプ車

木
製
棚

15

16

17

18

19

20

10

11

12

13

14

1

2

5

6

7

8

3

4

9

道路側溝

N

配置図　S=1:100

付近見取図

建設場所：南秋田郡大潟村字中央2-8,2-15地内
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１・２階平面図　屋根伏図 ０５
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押出法ポリスチレンフォーム保温板(3種b)t=30

強化石膏ボードt=15

デッキプレート EZ50 t=1.6 H=50

鉄骨梁表し(FE塗装)

スチール製手動式オーバースライダー（LHタイプ）　

バランス納まり

床見切りアングル

水切り:

カラーガルバリウム鋼板t=0.5

水切り:

カラーガルバリウム鋼板t=0.5

モルタル巾木

ラスカット下地

塩ビ製見切り

石膏ボードt=12.5 素地

鋼製下地

カラーガルバリウム鋼板t=0.8 H=166 折版葺(ハゼ式)

裏面 発砲ポリエチレンフォームt=4

雨押え:カラーガルバリウム鋼板t=0.5

笠木:カラーガルバリウム鋼板t=0.5

折版谷部折り上げ

外壁:金属系サイディングt=15以上

透湿防水シート

鋼製胴縁

外壁:金属系サイディングt=15以上

透湿防水シート

鋼製胴縁

水切り:

カラーガルバリウム鋼板t=0.5

雪止めアングル面戸
面戸

土間コンクリートt=200

配筋:D13@200 タテヨコ、ダブル

防湿ポリエチレンフィルムt=0.15

ビニルクロス張り

石膏ボードt=12.5 下地

鋼製下地

スチール製三方枠

アスファルト擦り付け

化粧石膏ボードt=9.5

化粧石膏ボードt=9.5

塩ビ製廻り縁

ビニルクロス張り

石膏ボードt=12.5 下地

鋼製下地

畳寄せ

ソフト巾木 H=60

防虫換気部材　 　　　
(イーブスベンツ程度)

突き出しアルミサッシ

砕石t=300

矩計図　S=1:30



図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社 草階建築創作所渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3 S=1:100

S=1: 50 Ａ大潟村防災センター改築工事
032020

１．２階平面詳細図 ０８

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

7
,
2
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

5
,
4
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

7
,
2
0
0

1
,
8
0
0

1,8001,800 1,8001,800 1,800 1,800

3,600

1,8001,800 1,800 1,800 1,800

PS

10,800

1,800

1,100 6,100

床
の
間

トイレ2

1,
80
0

手摺

手摺

ｷｯﾁﾝ

玄関

防火服用フック

(1FL+1700 20人程度)

ポンプ車

手摺9

5

3

木
製
棚

ボート

1

物入

消防団休憩室
（３０畳間）
2FL+100

10

7

14

15

20

21DN

UP

既成アルミ庇

2
,
1
0
0

5
,
1
0
0

竪樋:75φ

竪樋:75φ

10,800

7,200

トイレ1

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

1,100 2,500 7,200

1,800 9,000

踏込
2FL±0

備蓄倉庫

1FL±0

車庫

5
,
1
0
0

9
0
0

備　　考

・外壁廻り内壁下地はLGS壁W=50@303とする

・内部間仕切り壁下地はLGS壁W=65@303とする

・２階外壁廻りと天井には厚100GW敷き込みとし、トイレ廻りの壁も厚100グラスウール充填とする

・階段の両壁にはφ34ビニル手摺り取り付けとする。

・階段仕様は木製下地のシート張りとしノンスリップW=35（ゴム付き）を取り付ける

■　階段：幅90㎝　踏面24㎝　けあげ高さ　4065／21段≒20.3㎝　踊り場100㎝
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２階天井伏図　S=1:100 ２階建具KEYPLAN　S=1:100

１階建具KEYPLAN　S=1:100１階天井伏図　S=1:100

※天井点検口：アルミ製450角　５か所取り付けとする。
　（位置は現場指示とする）
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一級建築士登録番号
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Ａ大潟村防災センター改築工事
032020

建具表 １１

７０

マットシルバーカラー鋼板　 ｔ =0.5 

スチール製手動式オーバースライダー（LHタイプ） 　バランス納まり

メーカー標準付属金物一式・鍵付き・額縁３方枠・床見切りｽﾃﾝﾚｽL-50 ×4 ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ・ｼﾘﾝﾀﾞ 錠ー・ ﾄﾞｱｸﾛー ｻﾞｰ・ﾌﾗﾝｽ落とし ・3方ｱﾙﾐ額縁

親子開きアルミサッシドア

引き違いアルミサッシ

７０

マットシルバー

１　 　車庫通用口１　 　車庫

6.8網入り型板

6.8網入り型板

ｸﾚｾﾝﾄ、戸車、4方アルミ額縁、その他付属金物一式

３６

１　 　消防団休憩室

ポリ合板フラッシュ

３６

ポリ合板フラッシュ

引手・埋込レール・戸車

引き分け木製フラッシュ戸

７０

マットシルバー

引違イアルミサッシ

6.8網入り型板

引手・戸車・レール・引き戸錠・3方ｱﾙﾐ額縁

２　　備蓄倉庫・外部倉庫

７０

引き違いアルミサッシ

ｸﾚｾﾝﾄ、戸車、水切り、4方木製既成額縁、網戸、その他付属金物一式

マットシルバー

ＰＧ （FL５＋Ａ６＋ＦL５ ）

４枚建て両引き分け木製フラッシュドア

１　　物入れ

３６

ポリ合板フラッシュ

片開き木製フラッシュドア

樹脂パネル（不透明）

２　 　 トイレ１ ・ トイレ２

ドアハンドル・丁番・表示錠・戸当たり

１　　踏込

７０

マットシルバー

ＰＧ （FL３＋Ａ６＋ＦL３ ）

突き出しアルミサッシ

７０

マットシルバー

ハンドル、4方木製既成額縁・網戸・その他付属金物一式

ＰＧ （FL３＋Ａ６＋Ｆ ４ ）

突き出しアルミサッシ

７０

引き違いアルミサッシ

ｸﾚｾﾝﾄ、戸車、水切り、4方木製既成額縁、網戸、その他付属金物一式

マットシルバー

ＰＧ （FL５＋Ａ６＋ＦL５ ）

４　 　消防団休憩室

７０

引き違いアルミサッシ

ｸﾚｾﾝﾄ、戸車、水切り、4方木製既成額縁、網戸、その他付属金物一式

マットシルバー

ＰＧ （FL５＋Ａ６＋ＦL５ ）

１ 　 　キッチン

ドアハンドル・丁番・戸当たり ・フランス落し

２　 　２階トイレ１ ・ トイレ２ ２　　階段２　 　車庫

1

１
ＡＤ
１

１ ２

４
ＡＤ

２

６

３ ４ ５ ６

附属金物

備    考

数    量

姿    図

附属金物

硝    子

仕    上

見    込

備    考

数    量

形    式

姿    図

附属金物

硝    子

仕    上

見    込

形    式

備    考

数    量

姿    図

見    込

形    式

硝    子

仕    上
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第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3

S=1:30

S=1:60

平面

正面

断面

60×40＠360

厚12.0合板張り

90×45

柱90×90

柱90×90

90×45

Ａ大潟村防災センター改築工事
032020

家具・備品図 １２

Ａ 流し台セッ ト 　 L i X L I L 　 Ｔ ｉ ｏシリーズ （ スタンダードタイプ ） 数量　　１セット

イ 車庫木製棚 ロ数量　　１台 収納棚 数量　　１台 数量　　１か所空調室外機基礎
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加熱機器：ＩＨヒーター２口グリルなし

蛇口：シングルレバー水栓

電気温水器：１２リットル

レンジフード：排気ダクト背面用・外部フード付き

吊り戸棚：高さ70㎝　

キッチンパネル：コンロ左・流し台前

流し台：ステンレストップ・扉034

パネル：エンドパネル・ウォールパネル

仕様

仕様
本体：厚20ポリ合板フラッシュ
扉　：丁番・マグネットキャッチ・取っ手
中棚：可動式・ダボ

コンクリート：FC=18kN/mm2  SL=15cm
異形鉄筋：端部D13 一般部ﾀﾃ･ﾖｺ　D10 @200　
砕石敷き：RC-40
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縮尺
A1
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S=1:－

S=1:－

大潟村防災センター改築工事
032020

Ｓ ０１構造概要書・構造特記仕様書

合成スラブ

・ 捨コ ンク リ ー ト は、設計基準強度　 　 　Fc = 　18　N/mm　 　以上とする 。

・ 寒中コ ンク リ ー ト の適用期間　 　※ （ １ ） 、 （ ２ ） のいずれかに該当する期間を基準とする 。

2

土間コ ン ク リ ー ト （  t=200 ）

カ ッ ター目地　 　 　有 り 　 　 　無し

構造スラブ （ t=　 　 　 ）

フ ォーク走行の考慮　 　 　有 り 　 　 　無し

地中梁と土間の間のコ ンク リ ー ト 　 　 　有り 　 　 　無し

溶融亜鉛メ ッキ高力ボル ト （ Ｆ ８ Ｔ ） 　※施工技術者資格必要

地中梁と土間の間の差し筋　 　  　 　 　有 り 　 　 　無し

・ 練 り混ぜ水　 　 　  （ 　 　上水道水　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　回収水 （ 上澄水のみ ） 　 ）

完全溶込み

JIS K 5674　 （ １種 ）

D19以上 （ J IS　G　3112 ）

上水道水以外の水

木製床パネル

D16以下 （ J IS 　G　3112 ）

杭 種　類別種

・ スカラップ 改良ｽｶﾗｯﾌﾟ工法 ノ ンｽｶﾗｯﾌ ﾟ工法

デッキ構造スラブ

合成スラブ デッキ構造スラブ

※再生砕石使用 （ 　 　 　可　 　 　不可　 ）

工　法

※詳細事項は別紙 （ S-　 　 　 ） による 。

備　考

混和剤

（ １ ） 打込み日を含む旬の日平均気温が４℃以下の期間

（ ２ ） コ ン ク リ ー ト 打込み後91日までの積算温度Ｍ 　  が840°D ・ Dを下回る期間91

溶接部

JIS K 5674　 （ １種 ）

混和材

溶融亜鉛メ ッキ

・ 完全溶込み溶接部の食い違い及び仕口のズレ 、アンダ－カ ッ ト については、国交省告示1464号の

　基準を厳守する事。

　 　 ・ 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては 、
　 　建設省告示1389号によ り 、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとする こ と 。

別紙参照 （ 　S-05　 ）

※ AW検定有資格者の必要性 （ 　 　 　 　有　 　 　無　 ）

・ 単位荷重         20

（ 　 ） 内は他の短期荷重と組合せる場合

地　震主架構 備　 　 　 　考

架　 　 　構　 　 　形　 　 　式

土質柱状図

１ ０ ） 設計用地耐力

基礎形式場　 　所 基礎深さ （m）

９ ） 鉄骨製作工場

種　 　 　 　別

キュービ クル

緑　 　 　 　 　化

室　 　外　 　機

８ ） 特殊荷重

重量　 　 　数

短　期長　期

設計地耐力 （ kN/m　 ）
備　 　 　考

備　 　 　 　考

注記ある場合以外　印の項目を適用する 。

・ 垂直積雪量

・ 設計用積雪荷重

５ ） 積雪荷重

６ ） 積載荷重

室　 　 　名

・ 区　 　域

小　梁床

長期　 　1400 N/m　 、 　短期　2000 N/m　 　 （ 　 　 　700 N/m　 ）

２ ） 地震荷重

３ ） 土圧及び水圧

・ 標準せん断力係数 （ 一次設計用 ）

・ 振動特性係数　 　Rt=1.0

・ 土圧係数　 　KA=　 　 　 　 　地下外壁　KN=

４ ） 風荷重

・地下水位　 　GL-　 　m

・ 地域係数　 　Z=0.9

方　 　向

構造設計条件

Ｘ方向

Ｙ方向

計算ルー ト γ

外　 　 　壁

基　 　 　礎

１階床性能

地　 　 　業

構造種別

建築物の構造概要

部　 　 　位

屋　 　 　根

構造概要書 ・構造特記仕様書

床

折板

一般地域

１ ） 計算ルー ト 、地震時層間変形角の制限値γ、架構形式

構　 　 　造　 　 　種　 　 　別

・ 地盤種別　 　第　2　種

N/cm/m

・ Vo = 　34   m/sec

・ 地表面粗度区分　=　Ⅲ

100cm

（ N/m　 ）

備　 　 　考
現場

塗り回数

部　 　 　 　 　 　位

・ 締固めは、 ランマー3回突き 、振動コ ンパク ター2回締め又は振動ローラー締め程度と し 、

地業工事

地 業 内 容
ト ルシア形 （ S10T ）

配　 　筋　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
施工条件

防錆方法

・圧接工 ：公益社団法人　日本鉄筋継手協会の資格証明書を提出の事

・ アンカーボル ト SR235

使用法
・ デッキプレー ト

厚さ 備　 　考

材料種別

Ｊ Ｉ Ｓ系２種 （ F10T ）

合成スラブ
支保工無し

捨型枠
連続梁

構造床
単純梁

防錆塗装亜鉛メ ッキ

支保工有り

使　用　箇　所 備　 　 　考

・ 粗骨材の種類 ・最大寸法　 　 （ 　 　 　砕石　20、 　 　 　 　砂利　25　 　 ）

・ 計画供用期間の級 ：

・ セ メ ン ト の種類　 　 　 　 （ 　 　 　普通ポル ト ラン ド セ メ ン ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使　用　箇　所

短期 （ 18 ） 標準 （ 24 ） 長期 （ 30 ）

ご し らえ
素　地

塗　 　 　 　料
工場

・ 圧接部抜取り試験 ： 同作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと （ 200箇所を越える
時は200箇所ご と ） を 、 １検査ロ ッ ト とする 。

Ｃ種 1

・ せき板の材料　 　 （ 　 　合板、 　 　 　 メ ッ シュ型枠　 　 　 　鋼製型枠 ）

J I S K 5621

（ mm）

表　示材料種別採用 備　 　 　 　考

備　 　 　 　考使　用　箇　所継手種別採用

・試験　 　 　 （ 　圧縮強度試験　 ）

（ 増築予定　 　 　無　 　 　有 ）

デッキプレー ト 木製床パネル

サイデ ィ ング

複層断熱パネル

角波鉄板 Ａ Ｌ Ｃ版

S RC SRC

直接基礎

杭基礎

砕石 再生砕石 割り石 砂利

ラーメ ン ブレース

ラーメ ン ブレース

多雪地域

高　架　水　槽

標準貫入試験 スウェーデン式サウンディ ング試験

鉄筋工事

鉄骨工事

一般部高力ボル ト

中ボル ト

溶接

・ 高力ボル ト

・ 接合部の構造形式 （ 　 　摩擦接合　 　 　 　   引張接合 ）

（ 　 　工場溶接　 　 　 　現場溶接 ）

SS400 SNR400B

・ スタ ッ ド ボル ト J I S B 1198 「 頭付きスタ ッ ド 」 による 。

防錆塗装

使　用　箇　所

注記ある場合以外　印の項目を適用する 。

地盤改良 （ 　 　深層混合処理工法　 　 　浅層混合処理工法　 ） ・ 単位水量　        (      185kg/m　以下、     175kg/m　  )  以下を標準とする 。
3 3

・ 水セ メ ン ト 比は、ポル ト ラン ド セ メ ン ト の場合、65パーセン ト 以下を標準とする 。

圧接部引張試験＝３本以上/検査ロ ッ ト
超音波探傷試験＝３0箇所以上/検査ロ ッ ト

平板載荷試験

第三者機関社内

検 査 率 又 は 検 査 数
検査内容

 接合部の検査 （ 検査結果は後日工事監理者に報告するこ と ）

検査対象

超音波探傷試験

・ 現場溶接部、高力ボル ト 接合部、 ボル ト 類などは現場タ ッチアップを行う 。

備　 　考

％

・ 塩化物イオン量 ： 　0.3kg/m　以下3

隅肉溶接部
溶接部外観検査

  (   )内数値は、耐久設計基準強度 ： Fd （ N/mm　 ） を示す。2

2

222

2

2

SNR490B

・ 耐火被覆を施す部分は原則と し て錆止め塗装を しない 。

（ 　 　4 .8　 　 　6.8　 　 　10.9 ）強度区分

採用

Ｃ種 2

・ 単位セメン ト 量　270kg/m　以上を標準とする 。
3

SD345 D19

ルーフデッキ

・ 厚さが300mmを超える と きは、300mmご とに締固めを行う 。

緩み、 ばらつき等がないよ う に 、十分締固める 。

（ 　 　独立　 　 　 　連続　 　 　 　 　べた 　 　 　 　 　複合 ）

（ 　 　鋼管　 　 　 　 ＰHＣ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） その他 （ 　 　 　 　 ）

地業杭 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） その他 （ 　 　 　 　 ）

    Ｃo=0 .3

％

％ ％

％ ％

％ ％

（ 1階床を除 く ）

その他

建築設備
・ 建築物に設ける建築設備にあっては 、構造耐力上安全なもの と し て以下の構造方法によ る 。
・ 建築設備 （昇降機を除 く ） 、建築設備の支持構造部及び緊結金物で腐食又は腐朽のおそれがあるものには、
　有効なさび止め又は防腐のための措置を講ずる こ と 。
・ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類する ものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な
　部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結するこ と 。
・ 煙突は、
　 　 ・ 煙突の屋上突出部の高さは 、れんが造、石造、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク造又は無筋コ ン ク リ ー ト 造の場合は
　 　 　鉄製の支枠を設けたものを除き 、90cm以下とするこ と 。
　 　 ・ 煙突で屋内にある部分は 、鉄筋に対する コ ン ク リ ー ト のかぶ り 厚さ を5cm以上と し た鉄筋コ ン ク リ ー ト 造又は
　 　 　厚さが25cm以上の無筋コン ク リ ー ト 造、れんが造、石造若し く はコ ンク リ ー ト ブ ロ ッ ク造とするこ と 。
・ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、
　 　 ・ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする こ と 。
　 　 ・ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管ス リーブを設ける等有効な
　 　 　管の損傷防止のための措置を講ずるこ と 。
　 　 ・ 管の伸縮その他の変形によ り当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において 、伸縮継手又は可撓継手を
　 　 　設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずる こ と 。
　 　 ・ 管を支持し 、又は固定する場合においては 、 つ り 金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び
　 　 　衝撃の緩和のための措置を講ずるこ と 。

Ｃ種 1J I S K 5621

Ｃ種 2

J I S H 8641 Ｃ種

ブレース接合部高力ボル ト （ 　 　摩擦接合　 　 　 　 　支圧接合 ）
・ せき板の存置期間

コン ク リ ー ト の材齢によ り 、又はコ ンク リ ー ト の圧縮強度によ り定められた最小存置期間の
のちに取 り外し を行う 。

供試体の採取場所は、工事現場の荷降ろ し場所とする 。供試体は、 コ ン ク リ ー ト の
種類が異なるご とに 、1日1回以上かつコ ン ク リ ー ト の150ｍ 　毎又は、 その端数に3

早強ポル ト 　 　
ラン ド セメ ン ト

Ａ種　 　 　 　 　Ａ種　 　 　 　 　期

3

8

5

の
材
齢
日

（

コ
ン
ク
リ
ー
ト

コ ン ク リ ー ト
の圧縮強度

0℃以上

１ ５℃以上

温
気
均
の
間

3

５ . ０ Ｎ／ｍｍ

5

2

2

原則と して 、

シ リ カセ メ ン ト

ラン ド セメ ン ト
普通ポル ト 　 　

高炉セメ ン ト 　
Ａ種　 　 　 　 　

基礎、は り 側、柱、壁

早強ポル ト 　 　
ラン ド セメ ン ト

セ
メ
ン
ト

置
存

の
種
類

平

種類

部位

普通ポル ト 　 　

高炉セメ ン ト 　
Ａ種　 　 　 　 　

シ リ カセメ ン ト

ラン ド セメ ン ト

スラブ下、は り下

ラン ド セメ ン ト
早強ポル ト 　 　

せ　 き 　板

Ａ種　 　 　 　 　Ａ種　 　 　 　 　

設計基準強度の

2512

８ ５％

15 28

8 17

28

１ ０ ０％

28

シ リ カセメ ン ト
Ａ種　 　 　 　 　

28

普通ポル ト 　 　
ラン ド セメ ン ト

高炉セメ ン ト 　
Ａ種　 　 　 　 　

シ リ カセ メ ン ト

支　 　 　柱

スラブ下

高炉セメ ン ト 　

ラン ド セメ ン ト
普通ポル ト 　 　

ラン ド セメ ン ト
早強ポル ト 　 　

は り下

）

・ 供試体の養生方法は、 （ 　 　標準水中養生　 　現場水中養生　 　現場封かん養生　 　 　 コ ア ） とする 。

・ 供試体の採取

つき1回以上とする 。

　 　現場水中養生と した場合の圧縮強度 （ 28日 ） は 、

・ コ ン ク リ ー ト 躯体の養生方法　 　 （ 　 　散水養生、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 構造体のコ ンク リ ー ト 強度の推定試験 ）

材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合

調合管理強度以上とする 。材齢28日までの平均気温が20℃未満の場合は、 Ｆ ｃ+3Ｎ/㎡とする 。

又は12Ｎ／ｍｍ
2

５℃以上

支柱を外したのちに取 り外す。

なお 、圧縮強度によ り定める場合は、 コ ン ク リ ー ト の試験結果及び安全確認するための資料
によ り 、監督職員の承諾を受ける 。

かつ、施工中の荷重及び外力について、
構造計算によ り安全である こ とが確認さ
れるまで 。

SD295A D10 ,13

重　ね　継　手

ガ 　ス 　圧　接

D19以下 （ 特記なき限 り ）

D22以上 （ 特記なき限 り ）

・ 杭の先端深さは地盤状況などに応じて変更するこ とがある 。

・ 地盤改良に関するセ メ ン ト 系固化材は 、六価ク ロム溶出量低減型固化材を使用する 。
ただ し 、六価ク ロム溶出試験を実施し 、六価ク ロム溶出量が環境基準値以下である こ と を

杭工事

確認した場合はこの限り ではない。

c

a

b

体積重量
気乾単位

強度 Fc
種　類

強度 Fm
（ N/mm　 ）

設計基準コ ンク リ ー ト の
調合管理

空気量スランプ
所　要所　要

・ 試験杭の位置等は設計図書又は工事監理者の指示による 。
・ 場所打ち コンク リー ト 杭の材料はコンク リー ト 工事　 、鉄筋工事の項による 。

・ 根固め液及び杭周固定液の管理試験は 、試験杭本毎に1回、本杭20本毎に1回とする 。

（ % ）（ ｋ Ｎ/m　 ）3 （ cm ）

コ ン ク リー ト 工事

使　 　用　 　箇　 　所
2（ N/mm　 ）2

基礎深さ （ ｍ ）

地盤改良工事

改良径 （mm） 先端深さ （ ｍ ） 備　 　考
設計杭支持力 （ kN/本 ）

短　期長　期

設計基準強度

（ 継手ない場合は 、本杭30本毎に1回とする ）

Fm=max(Fc ,  Fd)+mSn mSn ： 構造体強度補正値

（ kN/m  ）2

注1 現場溶接部は 、全数検査
注1 ：AOQL 4％ 第6水準

（ 　 　 J I Sブ レース 　 　 　 　 その他 ）

・ 単位水量       ：  180kg/m  ～ 170kg/m  以下を標準とする 。
3

・ 水セメ ン ト 比    ：  55％ ～ 50％ 以下を標準とする 。

3

・ 単位セ メ ン ト 量 ：  270kg/m　～400kg/m  を標準とする 。
3 3

・ 粗骨材の種類 ：  石灰石砕石の使用を検討する 。

土間のひび割れ対策事項 （ 案 ）

・ 出隅、入隅、開口部、柱回り にはφ6-100x100のﾜｲﾔｰﾒｯｼｭで補強を行う 。

・ 養生方法 ：  養生マ ッ ト 、 ビニールシー ト での湿潤養生を標準と し3～7日間行う 。

※上記によらない場合は、工事監理者に承諾をえる 。

・ カ ッ ター目地は、翌日又は翌々日までに施工する 。
※凍結の恐れがある場合は 、監理者と協議の上決定する 。

・ 生コ ン ク リ ー ト 製造工場が第三者によるJ IS Q 1011による適合性認証を有し
　 J IS A 5308の規定を満足する  　 コ ン ク リ ー ト を信頼性に基づいて製造する品質
　管理体制を構築している事。  

膨張材を添加する場合の注意事項

・ 製造される生コ ン ク リ ー ト は 、 J I S A 5308による ｢J I Sマーク ｣の表示製品に準拠し た
　材料を用いて製造される事。  

　信頼性を確保した製造時の添加方法が管理される事。  
・ 添加する膨張材は、J IS A 5308に記載されたJ IS A 6202の規格による材料を

・ 調合計画時に試し練 り を行い 、計画スランプ 、計画空気量、 コ ンク リ ー ト 温度、
　塩化物量、単位容積質量及び材齢28日の圧縮強度を確認する事。  

※上記全てを満足する場合、法第37条の規定に 「 適合 」 する ものと して扱う 。  

・ 膨張材を添加する場合は公共建築工事標準仕様書6.2 .1におけるⅡ類に
　該当させるこ と 。  

エレベーター

フォーク リ フ ト

ク レーン

屋　内　部

ポ リ カーボネー ト 板

1-2 -

1-2 -

7001400屋根 -1400

8002900事務所 -2900

布基礎基礎 設計GL-1.15

基礎下捨てコ ン 50

基礎下 ・ 土間下砕石 100

基礎 普通 21 21+mSn 23 15 4.5

普通 21 - 23 15 4.5土間

基礎、土間

基礎

SS400 梁、 プレー ト 類 J I S G 3101

SSC400 柱、梁、母屋、胴縁、 ツナギ材 J I S G 3350

J I S G 3466STKR400 柱

SN400B ブレースシー ト

SN490B ベースプレー ト

J I S G 3136

J I S G 3136

J I S G 3353SWH400 梁

階　段　部

秋田県南秋田郡大潟村字中央2－8,2－15地内

上記以外で監督員の承認を得た工場とする 。

令和０ ２年０ ７月　 　日

45 90

AE減水剤

AE減水剤

（ 令第129条の2の3の事項 ）

指定性能評価機関のグレー ド （        H       M         R  ） 以上の工場とする 。
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印

電話

電話秋田本社
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図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所
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A1

A3

S=1:－

S=1:－

大潟村防災センター改築工事
032020

Ｓ ０２鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

Ｄ

ｄ

４ｄ以上

ｄ

Ｄ

１３５°
９０°

ｄ

Ｄ

８
ｄ
以
上

ｄ

Ｄ

ｄ

４
ｄ
以
上

４
ｄ
以
上

Ｄ

６
ｄ
以
上

ｄ

ｄ ｄ ｄ

　　標準仕様書（平成　　 22年度版　 　25年度版　 　28年度版）

４．建築工事標準仕様書（平成２２、２５、２８年版）

（３）スターラップの形状（フックの位置は、原則として交互とする。）

8d以上

部分のあきを確保するため上下主筋の結束は禁止とする。＊

　　　６．段取筋についても、規定のかぶり厚さを確保する。

第１スターラップは、柱コンクリート面に配置すること。＊

梁・柱・基礎梁・壁および地下外壁のスペーサーは側面に限り
プラスチック製でもよい。（ドーナツ型スペーサーは縦使いとする。）

（両側スラブ付）

6d
以
上

6d以
上

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

（ａ）一般事項
０．０

共通事項
（１）本配筋標準図は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事

（２）表示事項に不一致がある場合の優先順位は下記のとおりとする。

１．特記仕様書　　２．構造図　　３．構造配筋標準図

鉄筋の断面表示は下記の記号による。

丸 鋼

異 形

記 号

９φ １３φ １６φ １９φ ２２φ ２５φ ２８φ ３２φ

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

○フックの表示

○異形鉄筋の継手表示

○異形鉄筋の余長表示

○圧接継手の表示 ●

０．１

一般事項

（ａ）鉄筋の末端部には、次の場合にフックをつける。

（１）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　場合。（図０．１．１(ａ)の●印で示す鉄筋）

（２）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。

　　（図０．１．１(ｂ)の●印で示す鉄筋）ただし、基礎梁を除く。

● ●

● ●

● ● ●●

●

図０．１．１　フックつき鉄筋の位置

(ｂ)(ａ)

梁柱

（３）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）

（４）杭基礎のベース筋

（５）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（ｂ）鉄筋の折り曲げは、表０．１．２による。

表０．１．２　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

折曲げ
角度

Ｄ１６

以下

Ｄ１９

～Ｄ３８

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

Ｄ１９

～Ｄ３８

ＳＤ３９０

折曲げ図 使用箇所

１８０°

１３５°

９０°

（注）１．Ｄは、曲げ内法直径を示す。

　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値を示す。

表０．１．３　鉄筋の重ね継手の長さ

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

Ｌ (フックなし)

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

１

ＳＤ３９０

鉄筋の種類

表０．１．６　鉄筋の定着の長さ

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

Ｌ Ｌ 
Ｌ 

小梁 スラブ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

１ ２

３

フックなし

４５ｄ ４０ｄ

４０ｄ *３５ｄ

*３５ｄ

*３５ｄ

*３０ｄ

*３０ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

４５ｄ

４０ｄ

*３５ｄ

*３５ｄ

*３０ｄ

*３５ｄ

５０ｄ ４０ｄ

２１

２４,２７

３０,３３,３６

４５ｄ

４０ｄ

５０ｄ ４０ｄ

４０ｄ

*３５ｄ

ＳＤ３９０

２０ｄ
１５０ｍｍ
かつ
１０ｄ

以上

強度
の設計基準
コンクリート

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
種類
鉄筋の

２

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

Ｌ Ｌ 
Ｌ 

小梁 スラブ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

１h ２h

３h

フックあり

*３５ｄ *３０ｄ

*３０ｄ *２５ｄ

*２５ｄ *２０ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

２１

２４,２７

３０,３３,３６

ＳＤ３９０

１０ｄ

強度
の設計基準
コンクリート

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
種類
鉄筋の

２

*２５ｄ *２０ｄ

*３５ｄ *３０ｄ

*３０ｄ *２５ｄ

*３０ｄ *２５ｄ

*２５ｄ *２０ｄ

*３５ｄ *３０ｄ

*３５ｄ *３０ｄ

*３０ｄ *２５ｄ

－

Ｌ  (フックあり)１ｈ設計基準強度
コンクリートの

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
２

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

２１

２４,２７

３０,３３,３６

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

４５ｄ

４０ｄ

５０ｄ

５０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

（２）（１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表０.１．３による。

（注）１．Ｌ ，Ｌ  ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ  は、図０．１．４に示すようにフック

　　　　部分　を含まない。ｌ

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（ｄ）鉄筋の定着は、次による。

Ｌ  １ｈ

ｌ

図０．１．４　フックありの場合の重ね継手の長さ

（３）隣り合う継手の位置は、表０．１．５による。但し、壁の場合及

１ １ｈ

　　びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

　　　なお、先組み工法で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場

　　合は、特記による。

表０．１．５　隣り合う継手の位置

継
ね
重

手

継
接
圧

手

フックあり
の場合

フックなし
の場合

－

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ  

Ｌ

ａ ａ
ａ≧０．５Ｌ

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ

ａ ａ
ａ≧０．５Ｌ

ａ ａ≧４００ｍｍ

圧接継手

（１）柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは、特記による。
　　特記がなければ、４０ｄ(軽量コンクリートの場合は５０ｄ)と表
　　０.１．６の定着長さのうち大きいほうの値とする。

（２）（１）以外の鉄筋の定着の長さは、表０.１．６による。

（注）１．Ｌ ，Ｌ  ：２.以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ

　　　　　　　　　　あり定着の長さ

　　　３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラ

１ １ｈ

　　　２．Ｌ ，Ｌ  ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフック２ ２ｈ

　　　　　　　 ブ及びこれを受ける小梁は除く。

３

　　　４．Ｌ  ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。３ｈ

　　　５.フックあり定着の場合は、図０．１．７に示すようにフック部分　を含ま

　　　　ない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　６.軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

ｌ

（３）定着の方法は、図０．１．７による。

　　　なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、表

　　０.１．６のフックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を表

　　０.１．６に示す直線定着の長さとし、かつ、余長を８ｄ、仕口面か

　　ら鉄筋外面までの投影定着長さを表０．１．８に示す長さ(かつ、梁

　　主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３/４倍以上)を

　　のみ込ませる。

及び
１３５°

９０°

５ｄ以上３ｄ以上 ４ｄ以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ１６以上の鉄筋
杭基礎のベース筋
柱、梁の主筋

Ｄ１３以下の鉄筋
スパイラル筋
あばら筋、帯筋、

あばら筋
Ｔ型及びＬ型の梁の

幅止め筋

（ｃ）鉄筋の重ね継手は、次による。

（１）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。特記が

　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

　　なければ、４０ｄ(軽量コンクリートの場合は５０ｄ)と表０.１．３

　　の重ね継手長さのうち大きい値とする。

ｌ

Ｌ  ,Ｌ  又はＬ  １h ２h ３h

Ｌ ,Ｌ 又はＬ  １ ３２

(イ)直線定着

フックあり

フックなし
柱内折曲げ定着の投影定着長さ

梁主筋の

Ｌ ａ
(ただし、柱せいの３/４倍以上)

Ｌ
余長

【※】

※０．１．(ｄ)の長さを全長で確保する。

Ｌ

梁内折曲げ定着の投影定着長さ
小梁及びスラブの上端筋の

余長

Ｌ ｂ

Ｌ 又はＬ １ ２

(ロ)折曲げ定着

図０．１．７　定着の方法

表０．１．８　投影定着長さ

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

Ｌ 

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

ａ

ＳＤ３９０

鉄筋の種類 Ｌ 設計基準強度
コンクリートの

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
２

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

２１

２４,２７

３０,３３,３６

（注）１．Ｌ ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

ａ

ｂ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

　　　　　　　（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　２．Ｌ ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さｂ

　　　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

（４）溶接金網の継手及び定着は、図０．１．９による。

定着（スラブの場合）ひび割幅制御用

ａかつ１００ｍｍ以上

定着（壁の場合）

鉄筋

１５０ｍｍ以上
１節半以上かつ

図０．１．９　溶接金網の継手及び定着

鉄筋

Ｌ ３ Ｌ ２

Ｌ ２ Ｌ ２

　　　なお、Ｌ 及びＬ は表０．１．６の(注)による。２ ３

図０．１．１０　スパイラル筋の継手及び定着

１.５巻き以上の添巻

≧６ｄ

≧６ｄ ≧６ｄ

５０ｄ

≧６ｄ
５
０
ｄ

（柱頭又は柱脚部）
末端部

（重ね継手）
中間部

（５）スパイラル筋の継手及び定着は、図０．１．１０による。

（ｅ）鉄筋の組立ては、鉄筋の交差部及び継手部分の要所を径０.８ｍｍ
　　以上の鉄線で結束し、適切な位置にスぺーサー、うま、吊金物等を使
　　用して行う。

　　スラブのスぺーサーは原則としてコンクリート製又は鋼製とする。
　　また、鋼製のスペーサーは、最小被り厚さ部に防錆処理を行った

（ｆ）前に打ち込まれたコンクリートから出ている鉄筋の位置を修正する

　　場合は、鉄筋の付け根で急に曲げることなく、できるだけ長い距離で

　　修正する。

（ｇ）設備配管、スイッチ等の設置により、設計図書に定める配筋ができ

　　ない場合は、監督職員と協議する。

０．２

鉄筋のか

ぶり厚さ

及び間隔

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表０．２．１による。ただ

　　し、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚

　　さを径の１．５倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

表０．２．１　鉄筋の最小かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁、布基礎の立上り

スラブ、耐力壁

以外の壁

基礎、擁壁、耐圧スラブ

最小かぶり厚さ

２０

３０

３０

３０

３０

４０

４０

４０

６０

６０

＊

＊

煙突等高熱を受ける部分

梁

柱

耐力壁

土に接し

構 造 部 分 の 種 別

ない部分

土に接す

る部分

（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの

　　　３．床版、梁、基礎、及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

　　　　場合は、特記による。

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、仕上塗

　　　　材、吹付け又は塗装等の鉄筋の耐久性上有効でない仕上のものを除く。

　　　　均しコンクリートの厚さを含まない。

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに

　　１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図０.２.２により次の値のうち最大のもの以上と

　　する。ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（２）２５ｍｍ

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値ｄ）の１.５倍。

間隔

あきＤ Ｄ

Ｄは、鉄筋の最大外径

図０．２．１　鉄筋相互のあき

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、

　　（ｄ）による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、（ｃ）による。

０．３

鉄筋の

保護

（ａ）鉄筋の組立後、スラブ、梁等には、歩み板を置きわたし、直接鉄筋

　　の上を歩かないようにする。

（ｂ）コンクリート打込みによる鉄筋の乱れは、なるべく少なくする。

　　特にかぶり厚さ及び間隔の保持に努める。

１．１

地中梁

（ａ）地中梁の継手位置と定着

（１）独立基礎（上載荷重の無い場合：土間等）

Ｌ ０

Ｌ /２０Ｌ /４０ Ｌ /４０

１５ｄ １５ｄ

Ｄ

Ｌ ２h

第１スターラップ

（２）独立基礎（上載荷重の有る場合：構造スラブ等）

３Ｄ/４以上

第１スターラップ

Ｌ ０

Ｌ /２０Ｌ /４０ Ｌ /４０

15ｄ 15ｄ

Ｄ

３Ｄ/４以上

20ｄ 20ｄ

（３）布基礎・べた基礎

Ｌ ０

Ｌ /２０Ｌ /４０ Ｌ /４０

20ｄ

Ｄ

３Ｄ/４以上

20ｄ

第１スターラップ

15ｄ 15ｄ

印内に継手中心部を設けること。ただし圧接の場合は、柱面

（地中小梁の場合は梁面）より５００以上はなすこと。

（ｂ）スターラップ

（１）スターラップの割付

・第１スターラップは柱型面に入れその

　間を設計ピッチ以下に割り付ける。

・スターラップの加工は下図による。

　２・４・６・７  はスラブ付きの場合

P〃P 〃〃〃〃〃〃〃

　に限る。

・７・８  は梁せいの大きい場合とする。

・６  はピッチ２Ｐで交互配置とする。

30

第１スターラップ

腹筋

（２）ハンチ補強筋

P〃P 〃〃〃〃〃

一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋又は同径のものを

２本重ねたものとする。

6d
以
上

8
d
以
上

キャップタイ 6d以
上

１ ２ ３ ４

6d
以
上

５ ６ ７

1/3bかつ170以上

6d
以
上

6d以
上

ｂ

8
d
以
上

Ｌ
 １

（４）補強筋

Ｄ＜６００

巾止め筋

腹筋

受筋

つり筋
600≦Ｄ＜900

不要

２-Ｄ１０（１段）
又は、２-Ｄ１３

900≦Ｄ＜1200
２-Ｄ１０（２段）
又は、２-Ｄ１３

Ｄ１０-＠１０００以内で割り付ける。

Ｄ１０-＠１０００以内で割り付ける。

腹　筋

巾止め筋

つり筋

受　筋

4d以上

4
d
以
上

D

b

4d以
上

Ｌ ２

1200≦Ｄ＜1500 ２-Ｄ１３（３段）

　　　・鉄筋突合せ面の隙間が３mm以下で偏心、曲がりのない事を

θ
θ≧８０°

　注）・鉄筋径の差が７mmを超える場合は圧接を行ってはならない。

　　　　確認する。

d

2d

4d以上

2d

（ａ）片側溶接

10d以上

1
.
4
d
以
上

d

1.1d以上

（５）溶接継手（フレアグル－ブ溶接）

圧接面

d/4以下

d
/
5
以
下

5d以上

（ｂ）両側溶接

d

2d

4d以上

2d

d

３mm以下
（４）ガス圧接継手

圧接面

１ｈ

１ｈ

１ｈ １ｈ

Ｌ１ｈ Ｌ１ｈ

１

Ｌ１

Ｌ１ Ｌ１

１ １

100

＊

Ｌ ２h＊

Ｌ ２h＊

Ｌ ２h＊

Ｌ ２h＊

L  を確保できない場合は、0.1(ｄ)(３)によることとする。＊２h

注記ある場合以外　 印の項目を適用する。

Ｄ10

最小間隔

表０．２．２　最小寸法

最小あき寸法

骨材径 25 20 25 20

Ｄ13

Ｄ16

Ｄ19

Ｄ22

Ｄ25

Ｄ29

Ｄ32

43 36 32 25

46 39 32 25

50 43 32 25

53 50 32 29

58 58 33 33

66 66 38 38

77 77 44 44

84 84 53 53

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊印は粗骨材最大寸法によって決まる値を示す。

※右側タイプを推奨する

※右側タイプを推奨する

　　　なお、スぺーサーは転倒及び作業荷重等に耐えられるものとし、

　　ものとする。

*印：普通コンクリートの場合（１）の規定に注意する。

応力伝達継手

１５０ｍｍ以上
ａ＋５０ｍｍかつ

ａ

ａ

（４）布基礎（柱スパンが極端に短い軽量鉄骨の場合のみ）

継手長さは４０ｄと表０．１．３の継手長さの大きい方の値とし、

（注1）

（注1）

注1：片持小梁、片持ちスラブの下端筋を直線定着とする場合は
　　 ２５ｄ以上とする。

継手場所に制限は無いものとする。

　　を参考とする。

８

●

●



・ウエブレン　（テイエム技研）

上主筋と同径同数以上

縦補強筋：

2
0
0
m
m

以
上
の
場
合

L
2

土間筋と同径，
同材質， 同間隔

L
2

L2 L2

※補強方法は原則として既製品（評定品）を使用すること。

L

L

L  を確保できない場合は、0.1(ｄ)(３)によることとする。＊２h

2

2

複　筋

注記ある場合以外　印の項目を適用する 。
（片方向のスターラップを端部まで通して設置する）

立上り筋：D13

立上り筋：D13

※立上り筋定着寸法が確保出来ない
　場合は定着方向を斜めにし
　定着長さを確保すること。

Ｂ-Ｂ断面

（２－２）差筋補強の無い場合

差し筋は行わない

埋戻土の厚さが30cmを超える
場合は30cm毎に転圧する

ベース上も十分に
転圧を行う

フ
ー
プ
＠
1
0
0

3
0
～
5
0

100以上

3
0
～
5
0

100以上

フ
ー
プ
＠
1
5
0

150以上

フ
ー
プ
＠
1
0
0

150以上

D

かつ2D以上
45d以上

フ
ー
プ
＠
1
0
0

フ
ー
プ
＠
1
5
0

150以上

D

かつ2.5D以上
45d以上

3
0
～
5
0

3
0
～
5
0

150以上

L

L

4
0
d

2
0
d

2
0
d
以
上

2
0
d
0
以
上

15d以上

1
0
0

L

L

a

b b

ba1a

a
a
2

a

a
2

a1

300mm以下

D

d
d

D

D φ/2φ/2

φ

Lo/4

a2 15d

15d

L

25d以上

a1

15d

2
5
0
以
上

3
0
0
以
上

1
2
0
以
上

150以上

1
2
0
以
上

3
0
0
以
上

2
4
0
以
上

1
5
0
以
上

150

150以上

300mm以下300mm以下300mm以下

L 2 L 2

L 2 L 2

L L

L

L

2

150以上

150以上

2

2

L2 L2
＊

1

1

1

1

1

1

L
2

L2ｈ

L 2

L 2

L 2

L 2

L 2

2

2

L
2

L 2 L 2

L 2

L
2

L
2

L
2

L
2

L
2

L2

L2

L2

H/
3
以
下

H

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

（ａ）柱脚ピンの場合１．２

柱脚部

１．３

基　礎

（ａ）布基礎

B.P.L

無収縮モルタル

梁のない場合

B.P.L

両方向梁のある場合

無収縮モルタル

（ｂ）柱脚固定の場合

無収縮モルタル

２-Ｄ１３以上

B.P.L

フープ

梁のない場合 両方向梁のある場合

無収縮モルタル

２-Ｄ１３以上

B.P.L

フープ

（ｂ）べた基礎

（ｃ）独立基礎

・浮き上りが発生する場合は、はかま筋を

　設置すること。

（ｄ）べた基礎継手及び定着

Ｄ１３＠300ダブル

（ｅ）基礎と地中梁

２-Ｄ１６以上

Ｄ１３＠300ダブル
・補強部　　　　の厚さは

　梁幅とする。

（ｆ）既成杭基礎

（１）ベース筋

GL

・d0＝ベース筋、はかま筋の細いほうの径

CL

（ｇ）布基礎・地中梁の主筋の定着

（ｈ）布基礎コーナー部のベース筋

第一スターラップ

・※印の区間にスターラップ配筋

１．４

そ の 他

（ａ）梁の打ち増し補強

（１）下端の打増し （２）上端の打増し

（４）２方向の打増し（３）側面の打増し

あばら筋と同径，
同材質， 同間隔

２-Ｄ１６

b≦350mmの場合

b＞350mmの場合

３-Ｄ１６

腹筋

あばら筋と同径，
同材質， 同間隔

２-Ｄ１６

b≦350mmの場合

b＞350mmの場合

３-Ｄ１６

Ｄ１６

Ｄ１６

Ｄ１６

(70mm≦a，a1,a2≦200mmの場合)

・　　　　は打ち増し部分を示す。

（ｂ）柱の打ち増し補強

（１）柱の打増しは下図により、打増し幅が70mm以上、200mm以下の場合に適用する。200mmを

　　超える場合は、特記による。

（２）梁及び耐力壁の鉄筋の定着長さは、打ち増し部分を除いて算定する。

Ｄ１６

（２）２方向の打増し（１）１方向の打増し

300mm以下

300mm以下

300mm以下

帯筋と同径，
同材質， 同間隔

(70mm≦a，a1,a2≦200mmの場合)

・　　　　は打ち増し部分を示す。

（ｃ）土間コンクリート

Ｄ１３＠200　ダブル

２-Ｄ１３

打ち増し部分

１-Ｄ１３

（ｄ）梁補強

（１）開口部まわりの補強

（２）梁貫通孔補強

ａ．一般事項

　　１）梁貫通孔は、梁せいの１/３以下とする。

　　２）孔が複数の場合は、中心間隔を径(φ)の３倍以上とする。

　　３）位置は原則として、スパン(Lo)の中央部Lo/2の範囲内で、

　　　 梁せいの中央D/2の範囲内とし、下図による。

ｂ．鉄筋による補強

ｃ．溶接金網による補強

ｄ．既成金物による梁貫通孔補強

　　梁貫通孔補強に既製品金物を使用する場合は、金物メーカーの設計要綱による。

　　(使用にあたっては、設計者又は、工事監理者と打ち合わせのこと。)

500≦Ｄ＜700　ｄ≧175

700≦Ｄ＜900　ｄ≧200

900≦Ｄ　　 　ｄ≧250

・補強筋の程度
　φの径が梁せいの1/10以下、かつ150未満のときは補強を省略することができる。

環状筋Ｄ１３

Ｄ１０

・溶接金網のピッチは100以下とし、梁の両面に入れる。

・環状筋は溶接金網に溶接すること。

製品名

・ダイヤレンNS　（コーリョー建販）

・リンブレン　　（丸井産業）

・ス－パーハリー（栗本鉄工所）

※既成品金物参考

肩筋（主筋径以上とする。）

GL

底盤の幅
(構造計算による）

はかま筋

GL

Ｄ１３以上の異形鉄筋

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

Ｄ１３以上の異形鉄筋

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

GL

底盤の幅

（構造種別に応じ告示の表
又は、構造計算による。）

Ｄ１０以上の鉄筋、＠３００以下
（底盤の幅≦２４０の場合には不要）

Ｄ１６

a1/a2≦1/6

ｺﾝｸﾘｰﾄの適用範囲

Fc=21N/mm　以上
2

Fc=21N/mm　以上
2

Fc=18N/mm　以上
2

Fc=21N/mm　以上
2

　　　　孔の径(φ)が異なる場合は、中心間隔を各径(φ)の平均の３倍以上とする。

（１）差筋補強の場合

（２）差筋補強の無い場合

（ｉ）布基礎コーナー部の配筋

（ｈ）布基礎コーナー部のベース筋

※

ベース筋(設計ピッチ)

ＦＧ１

ＦＧ２

ベース筋(設計ピッチ)

ＦＧ１

・※印の区間では、ＦＧ１、ＦＧ２ともに同じベース主筋を入れること。

主筋が上端に位置する方向を、スターラップで拘束する。

※

主筋端部は90°曲げ定着とする

第一スターラップ

(定着長が確保できない場合は、斜め定着とする。)

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟの適用範囲

単　筋

複　筋

複　筋

Ａ Ａ

Ａ-Ａ断面

貫通孔径 補　強　筋 配 筋 図

60≦φ≦100

2-D13折 筋

2-D13折 筋

ST 2-D13縦 筋

ST 2-D13縦 筋

2-D13横 筋

4-D13斜 筋

3-D13＠100縦筋上下

縦 筋

横 筋

ST 2-D13

2-D13

100＜φ≦150

150＜φ≦250

採用

＊　必要に応じて鉄筋は別途計算にて決定のこと。

L の起点は基礎梁天とする。

L の起点は基礎梁天とする。

梁が一方向の場合

梁が一方向の場合

Ｄ１６

上主筋 ※補強筋

あばら筋腹筋

※補強筋は、
上主筋がD16の場合はD13、
上主筋がD13の場合はD10、
とする。

Ｂ Ｂ

D13@200　ダブル

(又は、D10@200　シングル)

図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社 草階建築創作所渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号大潟村防災センター改築工事
2020設計年月日

縮尺
A1

A3

ＳS=1:100

S=1:200

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2) ０３
03



図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社 草階建築創作所渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3

S=1:－

S=1:－

大潟村防災センター改築工事
032020

Ｓ鉄骨標準詳細要領 ０４

４０ 50～80

鉄 骨 標 準 詳 細 要 領

　溶接工法の種類は、手溶接（アーク手溶接）・半自動溶接（ガスシールドアーク半自動溶接・セルフシ

１.溶接工法

－ルドアーク半自動溶接）とする。

　溶接継手の種類は、隅肉溶接及びフレア溶接とし、継手形状の種類は、Ｔ形継手及びかど継手とする。

２.溶接継手

　溶接記号及び溶接の補助記号は、表１．１による。

３.溶接の補助記号

現場溶接

ａ）隅肉溶接

４.溶接の種類別開先形状

　隅肉溶接の開先標準は、図１．１による。又、隅肉溶接のサイズ（S）は、表１．２による。

アーク手溶接・ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

図１．１　隅肉溶接の開先標準

ｔ≦16 16＜ｔ≦32ｔ≦16

2.3板厚（t）

隅肉溶接のサイズ（S）

3.2 4.5 6 9 12

（注）１） 5 7 9

表１．２　隅肉溶接のサイズ

区　　分

全周溶接

全周現場溶接

補助記号

表１．１　溶接の補助記号

（注） １）板厚（ｔ）4.5 以下の隅肉溶接サイズ（S）は、板厚と同サイズとする。

３）設計図書（図面及び仕様書）に示す断続隅肉溶接の長さは、図１．２の有効長さ（L）とし、

隅肉のサイズ（S）の１０倍 かつ ４０ｍｍ以上とする。ただし、有効長さは、ビードの始点（La）

及びクレーター（Lb）を除いた部分とする。

図１．２　断続隅肉溶接の長さ

※ La 及び Lb ≧ S

ｂ）フレア溶接

　フレア溶接の開先標準は、図１．３による。

アーク手溶接・ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

図１．３　フレア溶接の開先標準

１（丸鋼等片面溶接） ２（丸鋼等両面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接）３（軽量形鋼　形溶接）

t≧3 のとき S＝t

t＜3 のとき S＝3

t≧3 のとき S＝t

t＜3 のとき S＝3

５.溶接施工

ａ）余盛り

　隅肉溶接及びフレア溶接の溶接部は、余盛りを行う。余盛り高さの上限は、表１．３による。

溶接継手 溶接工法 余盛り高さの限度

隅肉溶接

フレア溶接

手溶接

半自動溶接
3

表１．３　余盛り高さの限度

交角 30°≦θ≦ 150°

適用管厚 3.2ｍｍ ≦ｔ≦ 12ｍｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｄ

支管

主管

[ Ｄ-Ｄ 断面図 ]

主管の管軸と支管の管軸とは、一致させること。

[ Ａ部 断面図 ] [ Ｂ部 断面図 ]

溶接線

[ Ｃ部 断面図 ]

図１．４　鋼管分岐継手開先標準

溶接接合

[ 柱脚Ａ ] [ 柱脚Ｂ ]

※ボルト接合

[ 柱脚Ｄ ][ 柱脚Ｃ ]

※ボルト接合

Rib.PL

Rib.PL

[ 水平ブレース ] [ 壁ブレースＡ ]

[ 壁ブレースＣ ][ 壁ブレースＢ ]

[ 壁ブレースＤ ]

ａ）ブレース

６.溶接部詳細図

　ブレース端部の溶接取付標準は、図１．５による。

図１．５　ブレース端部の溶接取付標準

ｂ）鋼管分岐継手

　鋼管分岐継手における支管は、主管外形より細径のものを使用し、その開先標準は図１．４による。ただ

し、自動機械により開先加工を行う場合は、これ以外の形状をとることができる。

ｂ）柱・梁

　柱・梁の溶接取付標準は、図１．６による。

図１．６　柱及び梁の溶接取付標準

ｄ）ベースプレート

　ベースプレートの溶接取付標準は、図１．７による。

図１．７　ベースプレートの溶接取付標準

ｅ）スチフナープレート

　スチフナープレートの溶接取付標準は、図１．８による。

図１．８　スチフナープレートの溶接取付標準

G.PL

G.PL

G.PL

G.PL

G.PL

G.PL

柱

梁

柱

柱

梁

梁

梁

STIFF.PL

STIFF.PL STIFF.PL

梁

ｆ）母屋

　母屋の溶接取付標準は、図１．９による。

図１．９　母屋の溶接取付標準

１）鋼板による接合

２）軽量形鋼による接合

母屋

母屋

母屋
軽量形鋼 軽量形鋼

母屋
PL

梁梁

梁 梁

軽量形鋼梁

PL梁

ｃ）スニップカット

　溶接の交差部をスニップカット（Sc）で処理する場合の標準寸法は、鋼材の板厚に応じて表１．４によ

るものとする。ただし、既成形鋼のスニップカットは、Ｓｃ＝ｒ＋２により求めるものとする。

r

スニップカット

表１．４　スニップカットの標準寸法

板厚（t） スニップカット寸法（Sc）

3.2 ～ 6 10

9 12

12 14

16 以上 15

ｃ）図1.6　ボルトピッチ

ｅ1記　号

ピッチ

ｅ2 ｅ3 ｐ1 ｐ2

４０ ３０ １１０

※ボルト接合

4

２）板厚が異なる場合、ｔは板厚の薄いほうとする。

端部10㎜バックorスニップカットし、廻し溶接

梁
STIFF.PL

STIFF.PL STIFF.PL

梁
端部　5～10㎜残し溶接止め、溶け落ち防止

t

s

s

s

s

S

S

t

S

S

S S

60°

S/2

S/2

t

S/2

S/2

LbLa L

d/2

d d

d/2 d

d

d/2d/2

d/2d/2

d

d/2d/2

d
/
2

d
/
2

t

S

St

θ

0
～
3

t

1.5t～2.0t

50°～60°

t

50°～60°

0～
3

1.
5t
～
2.
0t

1.
5t
~2
.0
t

0
～
3

1.5t～2.0t

t

t
S
c

Sc60°

e2e3

e1

p1

e1

p1

e3e250

e2e3

e3e2

e3e2

e2e3

e1

p1

e1

p1

p2

20

e1

p1

e1

p1

10

10
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ボーリング調査位置図 A1

A3 S=1:

日

S=1:

秋田本社

東京支店 草階建築創作所 株式会社
秋田市中通２丁目２番３２号

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

０４２（４６２）２１８８

代表取締役

設計年月日

縮尺

機 械 製 図電 気意 匠計 画 構 造

図面番号

一級建築士事務所

工事名称 図面名称 備考
印

渡　邉　啓　宇

管理建築士

一級建築士登録番号

佐　藤　清　次

第255036号
月年



S

2020
大潟村防災センター改築工事

05b

03
ボーリング調査柱状図 A1

A3 S=1:

日

S=1:

秋田本社

東京支店 草階建築創作所 株式会社
秋田市中通２丁目２番３２号

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

０４２（４６２）２１８８

代表取締役

設計年月日

縮尺

機 械 製 図電 気意 匠計 画 構 造

図面番号

一級建築士事務所

工事名称 図面名称 備考
印

渡　邉　啓　宇

管理建築士

一級建築士登録番号

佐　藤　清　次

第255036号
月年



図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社 草階建築創作所渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3 S=1:200

S=1:100 S=1:30

S=1:60

▲定着板天端

▲基礎天端

▼ボルト天端

▼設計GL

▼1FL

▼設計GL

▼1FL

▼設計GL

▼1FL

外 内 外 内 外 内基礎芯　 　通芯 　通芯 　通芯基礎芯　 基礎芯　

基礎芯　　アンカー芯

FG2 基礎断面詳細図　S=1/30 FG3 基礎断面詳細図　S=1/30

A.BOLT 詳細図　S=1/20D1  断面詳細図　S=1/30

記事 使用材料

コンクリート（JIS A 5308）

スランプ　15cm 　塩化物は0.3kg以下とする。

A.BOLT　　SNR490B（JIS G 3138）

B.PL　　  SN490B （JIS G 3136）

鉄筋　　　D16以下:SD295A、D19以上:SD345 （JIS G 3112）

基礎　　Fc=21 N/m

 　　 　Fm=21+mSn N/m

土間　　Fc=21 N/m

捨てｺﾝ　Fc=18 N/m ※コンクリート1m 以内に含まれる

3

3

3

3 3

FG1 基礎断面詳細図　S=1/30

注記：既存建物解体跡地に建設のため
　　　基礎砕石、埋め戻し、土間下砕石は十分な転圧を行うこと。

D10(3段)

1-D16

D13@200

1-D16

レベラー

D10(2段)

1-D16

D13@200

1-D16

D10(2段)

2-D22
D13@200

2-D22
D10@200

BPL-25(SN490B)
A.BOLT M20 L=600(SNR490B)

定着板φ72

4-D10

D10@200
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図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社 草階建築創作所渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3

S=1:100

S=1:200

JOINT JOINT JOINT JOINT JOINT JOINT JOINT JOINT JOINT JOINT

4
0
0

3
7
0
0

3
2
6
5

7
0
5

8
0
7
0

4
0
0

3
7
0
0

3
3
7
5

5
9
5

8
0
7
0

1
5
0

2
5
0

1
1
5

3
2
6
0

4
0
0

3
7
0
0

3
2
6
5

7
0
5

8
0
7
0

1
5
0
2
5
0

1
1
5

3
1
5
0

18001800

7200

1800180018001800 180018001800180018001800

10800

4
0
3
0

4
0
3
0

Y5 胴縁図　S=1:100 X7 胴縁図　S=1:100

X3X4X5X6X7 X2 X1 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

▼BPL下端

▼2階床梁天端

▼柱天端

▼小屋梁天端

▼BPL下端
▼1FL

▼2FL

▲HG天端

▼BPL下端
▼1FL

▼2FL

▲2階床梁天端

▼設計GL

　柱芯

　通芯

柱芯　

通芯　

　柱芯

　通芯

柱芯　

通芯　

▼軒高

▼柱天端

▼小屋梁天端

▼柱天端

4
0
0

3
7
0
0

3
3
7
5

5
9
5

8
0
7
0

1800 1800 180018001800 1800 1800 1800

10800

4
0
0

3
7
0
0

3
2
6
5

1
0
0

7
4
6
5

1
5
0
2
5
0

1
1
5

3
2
6
0

4
0
0

3
7
0
0

3
2
6
5

7
0
5

8
0
7
0

1
5
0
2
5
0

1
1
5

3
1
5
0

9001800

7200

18001800

4
0
3
0

4
0
3
0

900

Y1 胴縁図　S=1:100 X1 胴縁図　S=1:100

JOINTJOINTJOINTJOINTJOINTJOINT JOINTJOINTJOINT JOINTJOINT

X3 X4 X5 X6 X7X2X1 Y1Y2Y3Y4Y5

▼BPL下端
▼1FL

▼2FL

▼軒高

▼柱天端

▲HG天端

▼BPL下端

▼2階床梁天端

▼柱天端

▲小屋梁天端

▼BPL下端
▼1FL

▼2FL

▼小屋梁天端

▼柱天端

▲2階床梁天端

▼設計GL

　柱芯

　通芯

柱芯　

通芯　

　柱芯

　通芯

柱芯　

通芯　

大潟村防災センター改築工事
032020
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図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社 草階建築創作所渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3

S=1:20

S=1:40

70 50

50
15
0

10
0

33.533.5
67

40

PL-9

50
80

75
20
5

75
Ｍ２０

PL-9

4090 4090

260
60

60

12
0

4090 4090

260

60
60

12
0

6060 120

240

40
60

24
0

14
0

14040

4090 4090

260

30
30

10
0

45
0

55
0

50
0

60
0

3山以上

500

16
6

10

40140 40140

360

60
60

12
0

4090 4090

260

60
60

12
0

18
0

12
5

55

35

135
80 55

90 23
0

55

77

38.538.5

85

1025

80
45

12
5

52

110
6545

70
45

17
0

55

26
26

2525
50

67

33.533.5

120
70 50

50
10
015
0

75
20
5

50
80

1525
40

40

40

M12

40
75
40

15
5

50

45
8012
5

6545
110

26
2652

120

C1 C3C2 C4 P1

RG1 WG・RG2 2G3

2G1(FE塗装)

2階床

SG1(FE塗装)

中ボルト

折板

柱外面

横胴縁 開口部横胴縁 胴縁受（最下部）

外側 内側
柱外面

外側 内側

柱外面

外側 内側

BPL下端

柱外面

パラペット部横胴縁(本体)

外側 内側

パラペット部縦胴縁(本体)

柱外面

外側

内側

壁ブレース壁ブレース 水平ブレース

C5

オーバースライダー下地

柱外面
外側 内側

B耐力ブレース

M22

85
M16

55

M20
75

壁ブレース

M

2G2 VHG2G4 2G5

端部束:□-75x75x3.2

羽子板PL-6　　B.S PL-6

B.PL-25x260x120（SN490B）

□-100x100x3.2

STKR400

B.PL-25x260x120（SN490B）

□-100x100x4.5

STKR400

A.BOLT 2-M20（SNR490B)A.BOLT 2-M20（SNR490B)

B.PL-25x240x240（SN490B）

□-100x100x3.2

A.BOLT 2-M20（SNR490B)

STKR400

+2C-100x50x20x2.3

SSC400

B.PL-25x360x120（SN490B）

□-200x100x9

A.BOLT 2-M20（SNR490B)

STKR400

□-100x100x3.2

STKR400

SWH400

LH-300x150x3.2x4.5

BOLT 3-M12

G.PL-4.5

G天端

C-100x50x20x3.2

BOLT 1-M16

G.PL-4.5

SSC400

G.PL-6

上弦材:□-100x100x3.2

G.PL-4.5　BOLT 4-M12

STKR400

溶接接合

SDP2GA

上弦材:H-100x100x6x8

束:□-75x75x3.2

BOLT 4-M16

G.PL-4.5

STKR400

ﾗﾁｽ材:□-100x50x3.2

平座金
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ
ﾜｯｼｬｰ

カラーガルバリウム鋼板t=0.8

山高:166　ピッチ:500　ハゼ式

C-75x45x15x2.3@600

BOLT 1-M12

SSC400 STKR400

□-75x75x2.3

BOLT 1-M12

C-75x45x15x2.3

BOLT 1-M12

□-75x75x2.3

C-75x45x15x2.3

BOLT 1-M12

SSC400STKR400

SSC400

C-100x50x20x2.3@600

BOLT 1-M12

SSC400

M12

BOLT1-M16 （10.9）

H PL [：SS400（JIS G 3101）,C：SSC400（JIS 3350）

□：STKR400（JIS G 3466）

D.PL：SDP2GA（JIS G 3352）

建築用ターンバックル（JIS A 5540）（2008）

ナット（JIS B 1181相当品）,平座金（JIS B 1256相当品）

JIS B1220（SNR490B：JIS G 3138）座金 二重ナット 定着板

JIS　K　5674（1種）2回塗りの上、見掛り部 FE塗装

ブレース以外：SS400（JIS B 1180）4.8　中ボルト

ブレースボルト：F10T（支圧接合）

建築用ターンバックル胴（JIS A 5541）（2008）

ターンバックルボルト・ボルト：SNR400B

羽子板：SN400B

ブレースシート：SN400B

B.PL：SN490B（JIS G 3136）

ブレース：六角ボルト（JIS B 1051）10.9

ナット（JIS B 1181相当品）,平座金（JIS B 1256相当品）

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ（JIS B 1251）

※（有）葵ファスナー

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ（JIS B 1251）

C-100x50x20x3.2

BOLT 2-M16

G.PL-4.5

SSC400

下弦材:□-100x100x3.2

SS400

M22

BOLT1-M22 （F10T）

羽子板PL-9　　B.S PL-9

M16

BOLT1-M16 （F10T）

羽子板PL-6　　B.S PL-6

[-200x80x7.5x11

SS400

BOLT 2-M16

GPL-6

ジョイント:2C-75x45x15x2.3@4030

B.PL-25x260x120（SN490B）

□-100x100x3.2

STKR400

A.BOLT 2-M20（SNR490B)

G.PL-4.5

BOLT 4-M12

C-75x45x15x2.3

SSC400

G.PL-4.5

M20

BOLT1-M20 （F10T）

羽子板PL-9　　B.S PL-9

B.S PL：SN400B（JIS G 3136）

λ=94.1 λ=94.1 λ=94.1λ=95.6 λ=186.4 SSC400

C-100x50x20x3.2@1800

G.PL-4.5

BOLT 1-M12 アークスポット溶接@300

SSC400

C-75x45x15x2.3

G.PL-4.5

BOLT 1-M12

SSC400

C-75x45x15x2.3

G.PL-4.5

BOLT 2-M16

LH-175x90x3.2x4.5

SS400

G.PL-6

LH-200x100x3.2x4.5

G.PL-4.5

[-100x50x5.0x7.5

SWH400 SWH400

羽子板PL-9　　B.S PL-9

M20

BOLT1-M20 （F10T） BOLT 2-M12

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄEZ50 t=1.2

BOLT 2-M12BOLT 2-M12BOLT 2-M12

下弦材:□-100x100x3.2

ﾗﾁｽ材:□-75x75x3.2

使　用　材　料

鋼　　材

ボルト

高力ボルト

鉄骨塗装

アンカー
ボルト

ブレース

使用部材

形状

記号

使用部材

形状

記号

使用部材

形状

記号

使用部材

形状

記号

使用部材

形状

記号

大潟村防災センター改築工事
2020
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図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3

S=1: 30

S=1: 60

59
5

3
3
75

31
50

1
10

1
15

80
70

37
00

40
0

670230 1800 1800 1800 670 230

15
0

25
0

40
0

37
00

74
75

1
15

3
2
50

3
3
65

10

230

18001800 1800

7200

1800

670 1800 1800 1800 670 230

11
0

1
64 21
8

2
7
2

31
9

X2 鉄骨詳細図　S=1:30

柱芯　

　通芯 3/100 通芯　

　柱芯

▼軒高

▲柱天端

▼2FL

▲2階床梁天端

▼BPL下端

▼1FL

▼設計GL

▼BPL下端

▲2階床梁天端

▼2FL

▲小屋梁天端

▼軒高

▼柱天端

Y2Y1 Y3 Y4 Y5

大潟村防災センター改築工事
032020

Ｓ鉄骨詳細図 １２

BPL-25

A.BOLT 2-M20

BPL-25

A.BOLT 2-M20

C1:□-100x100x3.2 C1:□-100x100x3.2

デッキプレートEZ50 t=1.6 H=50
V:C-75x45x15x2.3

束材:□-75x75x3.2

2G1上弦材:□-100x100x3.2
HG:C-75x45x15x2.3

RG1:LH-300x150x3.2x4.5V:C-75x45x15x2.3

天井下地:C-60x30x10x2.3
M:C-100x50x20x3.2

WG:C-100x50x20x3.2 WG:C-100x50x20x3.2

HG:C-75x45x15x2.3

2G1ラチス:□-75x75x3.2天井下地:C-60x30x10x2.32G1下弦材:□-100x100x3.2



大潟村防災センター改築工事

　・消防設備等着工届け－－－－自動火災報知設備

6

3

1

　監修）

　イ）耐震安全性の分類

　　　※特定の施設　　・一般の施設

　設備機器の固定は「建築設備耐震設計・施工指針

による。

２０１４年版（独立

行政法人建築研究所監修）」

Ｚ

埋戻し：

ｍ ｍ/ｓ

地表面粗度区分

･･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･建築基準法による用途

･･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･消防法施行令別表第１の区分

２　工事場所

３　敷地面積

４　構造規模

棟　名　称

構　　　造

階　　　数

建 築 面 積

延べ床面積

風 速(Ｖｏ)垂 直 積 雪 量 (ｍ )

６ 項

２　特記仕様書の適用等

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　目章

1

項

事

通

共

般

一

　　　当該表を示す。

（３）特記事項に記載の（　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図面又は

印と ※

（２）特記事項は、

１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部

適用基準等

品質等

1

項

事

通

共

般

一

するものとする。 (1-1.4.2)

（１）JIS 及び JASマーク等の認証機関のマーク表示のある機材

（３）秋田県認定リサイクル製品

　　　に記載製品

（４）建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿

（５）上記以外のもので以下のア～エの事項を満たすもの。

　ア　品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　イ　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　ウ　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　エ　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　なお、(５)の材料を使用する場合は、ア～エの証明となる資料を

　また、備考欄等に参考型番が記載された機材は、当該商品または

受けるものとする。

(1-1.4.1)

する建築材料等

工事概要Ⅰ

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

電気設備工事仕様Ⅲ

環境への配慮 　秋田県は県の事務事業において、環境にやさしい行動が定着すること

を目指し、環境に与える負荷を低減する取り組みを継続的に推進する

ため「あきたエコマネジメントシステム」を構築し運用しいてる。

事業に反映させるよう努めなければならない。

秋田県庁環境方針

発注者が実施する^1

調査などに対する^1

協力

　当該工事が公共事業労務調査等の対象工事となった場合には、調査に

協力しなければならない。

電気料金等

2

共

通

工

事

仮設工事

監督員が指定する箇所に一箇所設置する。

表示時期は工事着工時から完成時までとする。

表示板の形式

注

１　号　（横　１８０ｃｍ　×　縦　　９０ｃｍ）※

２　号　（横　２４０ｃｍ　×　縦　１２０ｃｍ）

３　号　（横　３６０ｃｍ　×　縦　１８０ｃｍ）

掘削及び埋戻し

土工事

(1)

2

本工事の掘削、埋戻しは次による。

掘　削： ※ 機械掘り 手 掘 り

根切り土（良質土を使用） (2-2.12.2)

）
構内指定箇所（たい積する ）

電気工事3

(2)

呼線の挿入

線種はＥＭ－ＩＥ絶縁電線 １.６ｍｍ以上とする。

受電から引渡しまでの電気料金　　　　　　　※本工事　　　・別途

(1)

Ⅱ　工事種目 (　印適用）

テレビ共同受信設備

テレビ電波障害防除設備

監 視 カ メ ラ 設 備

防犯・入退室管理設備

自 動 火 災 報 知 設 備

中 央 監 視 制 御 設 備

雷 保 護 設 備

工 事 種 目 摘 要

映 像 ・ 音 響 設 備

情 報 表 示 設 備

構 内 交 換 設 備

構内情報通信網設備

電 力 貯 蔵 設 備

発 電 設 備

受 変 電 設 備

動 力 設 備

電 灯 設 備

幹 線 設 備

拡 声 設 備

摘 要工 事 種 目

医 療 関 係 設 備

1

項

事

通

共

般

一

　配線用図記号は、標準図及びJIS Ｃ 0303によるほか図面特記による。

Ⅳ　配線図記号

Ⅴ　機器取付高さ

名 称 取付け高さ　(ｍｍ)

取引用計器

測 定

共

通

分電盤

　　〃    (一    般)
　　〃　  (和　　室)
コンセント(一　　般)
　　〃　　(和　　室)
　　〃　　(台　　上)

　　〃　　(厨　　房)
　　〃　　(車　　庫)
　　〃    (機 械 室)

ブラケット(一　　般)

　　〃　　(鏡　　上)

地　上　～　窓中心

床　上　～　中　心
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
床　上　～　中　心
　　　　〃

床　上　～　中　心
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
床　上　～　中　心
　　　　〃
鏡上端　～　中　心
床　上　～　中　心

電

灯

床　上　～　中　心
　　　　〃
　　　　〃

動

力

端子盤（廊下、室内）
壁付アウトレット(一　般)
　　　　〃　　　(和  室)

床　上　～　下　端
床　上　～　中　心
床　上　～　中　心

電

話

壁 付 子 時 計

壁付アッテネータ

床　上　～　中　心
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃

表 示 盤
ベ ル ・ ブ ザ ー ・ チ ャ イ ム
壁付押しボタン(一　  　般）

壁付インターホン(一　　般)
  　　〃　　　　(身障者用)
壁付アウトレット(一　　般)
　　　〃　　　　(和　　室)

床　上　～　中　心
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
床　上　～　中　心
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃

誘

導

支

援

機

器

機器収容箱
直列、端末ユニット(一    般)
　　　〃　　　　　(和　　室)

天　上　～　上　端
床　上　～　中　心
　　　　〃

テ
レ
ビ
機
器

受信機・副受信機
機器収容箱
ガス検知器　　（ＬＰＧ）
都市ガス用検知器　（軽質）
都市ガス用検知器　（重質）

床　上　～　操作部
　　　　〃
床　上　～　上　端
天　上　～　上　端
床　上　～　上　端

防

災

機

器

Ⅵ　照明器具表

Ⅶ　官公署届け出書類

１　電力関係

　・工事計画届け　・使用前検査申請　・電気使用、変更申し込み

２　消防関係

　・消防用設備等設置届け－－－自動火災報知設備,ガス漏れ火災報知設備,非常警報設備

　・設置届け－－－－－－－－－発電設備、変電設備、蓄電池設備

　　　　　　　　　　　　　　　誘導灯設備,非常放送設備，非常コンセント設備等

(2-2.12.4)

(2-2.2.9)

特記なき接地極の仕様は下表による。　(2)接地極

2

共

通

工

事

誘 導 支 援 設 備

５　建物用途

　本工事に使用する機器及び材料（以下「機材」という。）は、設計機器及び材料の

化学物資を放散

１　工 事 名

図書に定める品質及び性能を有するものとし、以下のいずれかに該当

　　監修「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成　　年版）」、「公共建築設備

　　工事標準図（電気設備工事編）（平成　　年版）」による。

（１）項目は、番号に 印の　いたものを適用する。

印の　いたものを適用する。 印の　かない場合は、

　　　※印の　いたものを適用する。

印が　いた場合は、共に適用する。

※ 適用する
登録

適用しない

（２）エコマーク認定製品（（　財）日本環境協会）

　　　(　　　　)((　社)公共建築協会)(以下「評価名簿」という｡)

監督　員に提出して承諾を受けるものとする。

同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合は監督　員の承諾を

　　　　　　に使用する材料等は、設計図書に規定

品質及び性能を有する　　　、次の（１）から（　）　　を満たす

ものとする。

、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他木質建材、ユリア樹脂板、

する所要の

仕上げ塗材は、

（２）

（３）

（４）

設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」

工事写真

完成図書等

適用する 適用しない※かし点検

立ち会うこと。

※完成検査後に次の完成図等をすみやかに提出する。 (1-1.7.1～3)

（１）完成図書（Ａ４版、完成図書作成要領による）

（２）完成図及び施工図（原寸）二つ折りに製本したもの

（３）完成図及び施工図Ａ３版縮小図を二つ折りに製本したもの

（４）保全に関する資料

その他監督  員が指示したもの

※付属品、予備品、保守工具は引継目録を添えて提出する。

※カギ等の表示札は樹脂製（市販品）とする。

電子納品等 ・電子納品対象外工事　電子納品対象工事

ＣＤ－Ｒ

契約事項によるかし担保期間満了前にかし点検を行うので　　者は

　　者は監督職員と協議を行い、県の定める環境方針を具体的に公共

工事着手日から引渡しまでの保安業務費　　　  本工事　　　  別途

工事中、完成時ともカラー写真とする。

サービス版

サービス版

サービス版

キャビネ版

キャビネ版

工事写真の撮り方　建築設備編^2

工事写真の撮り方　建築設備編^2

工事写真の撮り方　建築設備編^2

分 類

着　工　前

工　事　中

完　成　時

営繕年報用

規 格 撮 影 箇 所

同 上

外 部 １ 枚 　 内 部 １ 枚

提出部数

部

部

部

部

部

ただし、監督職員の承諾があった場合はこの限りではない。

は、次により電子納品を行うものとする。

(1)

平成　　年４月１日

  を基本としながら,

工事用水及び

電力

工事表示板の

設置

工事用水　　　既存構内施設

工事用電力　　構内既存施設

・利用できる（※有償　・無償）

・利用できない

・利用できない

・利用できる（※有償　・無償）

建　　 築　　 工　　 事　　 の　　 表　　 示

工 事 名 称

構 造 ・ 規 模

工 事 期 間

建 築 主

設 計 者

工 事 監 理 者

工 事 監 督 者

工 事 施 工 者

その他　（横 　　ｃｍ　×　縦 　　   ｃｍ）

 本工事で通線しない新設管路には呼び線を挿入する。

敷きならす※ 構内指定箇所（

接 地 の 種 別 記 号 接地抵抗 接 地 極 仕 様

ELA

EADLH

EACD

EA

EB

EC

ED

・接地棒

・接地棒

・接地棒

・接地棒

・接地棒

・接地棒

※接地棒

※接地銅板

※接地銅板

※接地銅板

※接地銅板

※接地銅板

※接地銅板

・接地銅板

1,500

1,200

200
150

500 ～ 1,000
350 ～ 400

2,100 ～ 2,700
約  2,500

150
1,500

1,500
1,500

300
300
200

1,500

1,500
2,700

1,100
900

2,300

1,100
300
200

200
300
200

800 ～ 1,500
800 ～ 1,500

150

(3)

(2)

設計監理業務として行う営繕年報作成のため,工事諸元情報

の提供に協力すること。

電子データーで納品することを言う。

電子納品とは調査,設計,工事などの各業務段階の最終成果を

トに基づいて作成

電子データーは,「要領　」に示されたファイルフォーマッ

疑義がある場合は監督職員と協議の上

電子データーを

「要領　」で特に記載のない項目については、原則として

((以下、「要領　」という。)による。

決定するものとする。

提出する義務はないが、「要領　」の解釈に

付

付 付

付

付

公

最新年版 一

職

職

建築物内部

と共に ４ まで

壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

材料で設計図書等に規定する「アルムホルデヒドの放散量」の区分に

応じた材料を使用する。

接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの

含有量が少ない材料を使用する。

接着剤は、可塑塑材(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-

エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く。)が

添付されていない材料を使用する。

(１)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

什器類は、ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを

の区分において、

「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分

「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項の規定に定める第一種、

第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルム

アルデヒド発散建築材料

（５）電子納品対象工事にあってはＣＤ－Ｒ

（６） 職

・

(監督職員提出用)　(　　　　部)

ＣＤ－Ｒに格納するもの

※完成図　(※ＣＡＤ　　※ＰＤＦ)　　※監督職員が指示した図面等

※完成写真　(※主要な機器等の外観写真 10 枚程度)

※官公署届出書類

※工事概要ファイル

(営繕工事編)、営繕工事電子納品要領

受注

※ ・

職

発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

の認定を受けた材料

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣

の認定を受けた材料

④　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣

職

ガイドライン

【平成 24 年版　国土交通省大臣官房営繕部】、

「官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン等の

運用の改正について(平成 26 年 4 月 25 日付け営第 85 号)　

受注者

等

等

等

 完成図書等の取扱は,｢官庁営繕事業に係る電子納品運用

すること。

受注

２５

共存可能な社会の構築

1,200

400

1,200

1,200

1,200

1,200

1,200

等

第２次

1

(2)

(1)

時

計

拡

声

雷 保 護 用 接 地

共 同 接 地

共 同 接 地

Ａ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

Ｃ 種 接 地

処理
建設発生土の

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材

機器取付高さは下表を標準とする。ただし、これによりがたい場合は監督職員との協議による。

　処理するものとする。

施工中の安全確保
及び環境安全

(1-1.3.5)

(1-1.3.8)

(1-1.3.8)

告示第1536号）」に基づき、指定された建設機械を使用する。

※「建設機械に関する技術指針（平成３年建設省通知第247号） 」に

基づき、指定された排出ガス対策型建設機械を使用する。

関係機関との協議

必要（関係機関： ） 必要なし

交通誘導員

配置する（ 警備業法第１８条に規定する特定の種別の警備業務 任意）

配置しない

人）日×（

特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則（平成17年

（平成18年10月 6日）による。

国家公安委員会規則第20号）及び秋田県公安委員会告示第 144号

発生材の処理等 ・特定建設資材廃棄物の発生材の処理

種　　　　　類

建 設 発 生 土

コンクリート塊

アスファルト塊

建 設 発 生 木 材

再資源化等をする施設名・住所・搬出距離(km)

・特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

種　　　　　類 処分施設の名称・住所・搬出距離(km)

・引き渡しを要するもの

・ 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

・ 現 場 再 利 用 発 生 材

　は関係法令に従い適切に処理する。

※適用する

・本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する

※ 適用しない (1-1.2.1)・適用する（工事期日より 日前）概成工期

電気保安技術者 ・適用しない (1-1.3.2)

選任

　着手前に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、また

　工事完成時に同計画書の実施書を監督　員に提出するものとする。

　本工事 　別途

職

※ ・

※「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定（平成９年建設省

　なお、特別管理産業廃棄物(ＰＣＢ使用機器・微量ＰＣＢ混入機器等)

・本工事では、秋田県建設副産物対策に係わる取扱要領に基づき、工事

　建設廃棄物については、秋田県産業廃棄物税が課税されるので適正に

電気主任の技術者

工事実績情報の (1-1.1.4)

(1-1.3.　)

(1-1.3.　)

(1-1.3.　)

(1-1.3.　)

(1-1.3.　)

(1-1.3.　)

山　　砂

100Ω以下

Et

EAt

EDt

・接地棒

・接地棒

※接地棒

※接地銅板

※接地銅板

・接地銅板

本配線盤の保安装置

電話引込口の保安器

構内交換機(陽極用)

※ 金属製（ステンレス、新金属を含む） ・樹脂製プレート

器具を実装しないものについては用途を示す略標をつける。

(2-2.12.4～.5)

EDα

ES

EO

ELL

ELH

EMD

※接地棒

※接地棒

※接地棒

・接地棒

・接地棒

※接地棒

・接地銅板

・接地銅板

・接地銅板

※接地銅板

※接地銅板

・接地銅板

避 雷 器 用 (低 圧 用 )

避 雷 器 用 (高 圧 用 )

避雷器用(モデム用)

(4)

(5)

拡 声 用 増 幅 器

防 犯 装 置 用

測 定 用

(3)
標埋設柱
埋設帯及び

用途
プレートの

盤名称等の表示(7) 各盤には上部に名称、下部に盤記号のネームプレートを取り付ける。

プレートは樹脂製（文字彫刻）とする。

プルボックスには、用途を示す略標を付ける。

盤等の塗装色は特記なき場合製造業者標準色とする。標準色(8)

(2-1.7. )

(2-1.12. )

6

7

ハンドホール内の用途別のケーブルマークの色別は次による。

(2-2.2.10)

(2-2.12.5)

(6)

用　　途

高 圧

低 圧

動 力

通 信

火 報

地　　色 文 字 色

赤

白

青

黄

橙 黒

黒

白

黒

黒

クの取り付け
ケーブルマー

合成樹脂

(2-1.2.2)

配管等の塗装

耐震施工

金属管の塗装箇所は図面特記による。 (1-2.7.1)

(2-2.1.13)

●

● ●

●

● ●

●

●

●●

●

天井埋込型器具類下地

軽量鉄骨壁の機器取り付け用の補強 ● ●

● ●

機械室、電気室などの設備機器の基礎 ●

●

●

●

電動シャッター ●

●

●

●

●

●

●

●

補　　強

スリーブ

補　　強

仮　　枠

切 込 み

補　　強

墨 出 し

機械室、電気室などの設備ピット(蓋含む)

二次配線・操作スイッチ^3

閉 鎖 装 置

二 次 配 管

注）複数箇所に ● 印のあるものは各工事に適用する。

保温、結露防止

インサート

再使用機器

ケーブル保護

スリーブ材

（２）接地用端子を取り付ける。（図面特記による）

（１）結線図等の縮小図を添付する。（扉裏面にカードケース貼付）

　各盤には、標準仕様書記載の他に下記の表示を行う。1　盤類の表示他

場合３本を天井裏まで配管する。

　分電盤内予備回路が４ケ以下の場合電線管２５ｍｍ２本、５ケ以上の

(2-1.12. )

特記なき場合は下記による。　（ ● 印適用）他工事との調整

種 別

区 分
電　気 機　械 建　築

梁 、 床 、 壁 貫 通 部

壁 埋 込 型 器 具 類

別 途 機 器 へ の 接 続

防 火 戸 閉 鎖 装 置

自 動 扉

吊 り ボ ル ト 用 イ ン サ ー ト

自 立 型 制 御 盤 の 基 礎

自 立 型 ア ン テ ナ の 基 礎

床 点 検 口 、 天 井 点 検 口

消 火 水 槽 用 マ ン ホ ー ル

(2-1.7. )

7

6

と事前に打ち合わせること。

及び状態表示などの配線、電動機容量については機械設備工事施工者

　冷暖房機器付属の制御盤に対する起動停止命令、インターロック

可とう管

　　※１．０　　　　　　・その他（　　　）

　ロ）地域係数

３

各

設

備

あと施工ｱﾝｶｰ

はつり

　これにより難い場合は監督員と協議による。

　測定方法は JIS C 7612 「照度測定方法」による。

一般照明の照度測定　　　　　・行わない　　　※行う

(2-1.4.2)

３　地中配管等からの防湿処理

２　ポール内開閉器（配線用遮断器又はカットアウトＳＷ）

１　点灯方式　　　※自動点滅器　＋　タイマー　・自動点滅器

　　　　　　　　　※設ける　　　　　　　　　　・設けない

　　　　　　　　　※施す　　　　　　　　　　　・施さない

(2-2.18.2)

屋外灯

照度測定試験

2　予備配管

スイッチ  (      用)

　　〃    (　　　用)

開 閉 器 箱
壁掛  制御盤

　　　〃　　　(　　　玄関)

表　示　灯(身障者用)

呼出し表示灯  (　　　用)

　　〃　　(踊 場)

800 ～ 1,000

1,100～1,200

1,800

Ｄ 種 接 地

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

　Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

　Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

台　上　～

壁掛　親時計

壁 掛 　 ス ピ ー カ

　　　〃　　　(　　　　　)

(平成　年版) ※平成　年　月　日以降適用

公共建築設備工事標準図（電気設備編）（平成  年版）によるほか図面特記による。

２８

２８

工事の余裕期間

適用する場合は別に定める｢余裕期間に係る特記事項｣によること。

※ 適用しない ・ 適用する（ ・ 発注者指定方式 ・ 任意着手方式）

11

※ ・

EＬt 100Ω以下

500Ω以下EＥL ・接地銅板 ※接地棒

※接地棒・接地銅板

電線・ケーブル

(10)

(11)

(12)

(13)

｢ＥＭ－○○｣の記載がなくとも、ＥＭケーブルを使用する。

制御装置記号が特記されていないものは｢一般型（ＬＮ）」とする。

4

3 ＬＥＤ照明器具

5

 ～ 2,000

車椅子

車椅子

　中　心

天井高×0.9

制御用スイッチ

形

形

形

多 目 的 ﾄｲ ﾚ
車椅子

車椅子

300

300

5

9

9

9

9

9

9

12

13

14

15

16

17

18

漏 電 遮 断 器 回 路

ア ン テ ナ 保 安 器

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

天井高×0.9

(9)

29 29 1

28

1.0

7

4

2

8

9 ・図　示施工条件 ・工事補足説明事項 (1-1.3.3)

10

３

３

３

３

１

Ⅲ

5

株式会社　草階建築創作所

Ｓ造

防災センター

2階建

１５

その他

大潟村防災センター改築工事

Ｓ造　２階建

155.52㎡

令 和 　 年 　 月 　 日 　 ～ 　 令 和 　 年 　 月 　 日

3４

※　秋田県電気設備工事監督実施要領（秋田県建設交通部監修）平成１６年版^9

※電気設備工事施工管理要領（一般社団法人公共建築協会）(平成２６年改訂版)^6

※営繕工事写真撮影要領（平成27年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部

この表のほか監督　員が必要と認め、指示した箇所及び部数を提出する。^2

また、デジタル写真も可とし、その仕様は監督　員の指示による。

環境汚染の防止に努めます。

(4)　環境関連法規等の遵守

　環境に関する法令、条例、協定、その他の合意事項を遵守し、

(3)　秋田県庁環境保全率先実行計画の推進（省略）

に配慮した事業を実施，負荷の低減に努めます。

　公共事業の実施において,公共事業環境配慮システムを基に,環境

(2)　事業活動における積極的な環境配慮の実施

秋田県基本計画に掲げる環境保全施策を推進します。

｢環境保全に向けての全ての主体の参加」

循環を基調とした社会の構築」

  ｢自然と人との　　　　　　　　　　」「環境への負荷の少ない

, ｢地球環境保全への積極的な取り組み｣,^3

(1)　総合的な環境保全施策の推進

改善していくため、次の方針に基づき積極的に行動します。

　秋田県庁は自らが行う事務事業活動が環境に及ぼす影響を継続的に

合成樹脂可とう管は、ＰＦ管（一重管）とし温度による分類はタイプ２５とする^9

また、合成樹脂可とう管に使用する位置ボックスは、原則として樹脂製とする。^8

（亜鉛メッキ製品）を使用する。

　鋼製とする。床板で保温板打ち込み部分は、断熱用インサート

取り外し再使用機器は絶縁抵抗測定のうえ、清掃後取り付ける。

イ）水密を要する梁、床、壁のスリーブ

　　※つば付き鋼管製　　　・亜鉛鉄板製

ロ）上記を除く箇所のスリーブ

　　※紙スリーブ　　　　　・鉄板スリーブ製

１　あと施工アンカー　※接着系アンカー（接着剤は有機系とする）

２　試験等　　　　　　性能確認試験　　※行わない　　・行う

　　　　　　　 　　　 ※金属拡張系アンカー（※本体打込み式）

(1-2. .1)

　　　　　　　　　　　施工　確認　　　　※行う　　　・行わない

9

後 試験

　既存コンクリート床・壁などの配管貫通部の穴あけは原則として

ダイヤモンドカッターによる。

　外部に面する壁, 天井で建築工事でＰＦ板 (　　　　　　等)打ち込み

箇所に取り付ける位置ボックス等は保温,結露防止処理を行う。

施工後確認試験は、｢公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

（平成28年版）｣８章１２節５項による。

ケーブル配線工事において壁体内及び立上り、立下り部は電線管保護のこと。^6

　埋設配管配線路には、埋設表示用テープ（ビニル製折り返し付）及び

埋設標柱（舗装部分は埋設ピンとする）を敷設する。（高低圧、通信共）^2

（高圧地中線路には用途、電圧種別等の表示をする。）

搬出を要しない建設発生土の処理は下記による。

　秋田県建設副産物対策に係る取扱要領に従い処理することとし、

１　表示板は風圧に耐えるように配慮すること。

３　建築主は契約担当者名とすること。

４　表示板の大きさ

２　地色はマンセル記号１ＧＹ７.５/８とし、黒文字（角ゴシック）で表現する。^9

77.76㎡

秋田県南秋田郡大潟村字中央2-8，2-15地内

図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社 草階建築創作所渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3

S=1:-

S=1:-

大潟村防災センター改築工事
032020

Ｅ電気設備工事　特記仕様書 ０１



電灯引込口：１φ３Ｗ２００Ｖ／１００Ｖ

図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社 草階建築創作所渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3

S=1:100

S=1:200

配置図　S=1:100

大潟村防災センター改築工事
032020

Ｅ電気設備　配置図 ０２

道路境界線　36,500

敷地出入り口
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前面道路幅員（22.0m）
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建物前スペース　17ｍ×２６m

隣地境界線　36,500
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10,800 18,0007,700
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１　　：電源供給

制御結線内容

Ａ２

ＧＣ

ＡＣ

回

路

☆４

☆５

☆６

主幹開閉器

幹線・番号・種別・サイズ

幹線分岐開閉器

主幹電力量計

　同上

電圧

１００Ｖ １

２

３

４

　回路番号 負荷名称記号 負荷容量（ＶＡ）

有　・　無　　（検定　有　・　無）

ＭＣＢ　　　　　Ｐ　　　　　ＡＦ　　　　ＡＴ

ＭＣＢ　　　　　Ｐ　　　　　ＡＦ　　　　ＡＴ

ＭＣＢ・ＥＬＢ　２Ｐ　　５０ＡＦ　　３０ＡＴ

押釦操作回路

Ａ　４

盤内組込

年間ｿｰﾗｰﾀｲﾏｰ組込

トリップ警報接点付ＡＥＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ
Ｒ

ＳＷ

Ｔ

ＷＨＭ

１、２は電圧を示す

（２：２００Ｖ）

（１：１００Ｖ）

ｎはリレー数

を示す

盤組込

温度設定器
ＴＨ

ＥＬＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＲＥ２ｎ

ＲＥ１ｎ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

Ｍｇ

Ｍｇ

Ｍｇ

Ｔｒ

ＡＣＯＳ

ＣＯＳ

ＣＯＳ

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

ＥＬＢ２Ｐ　５０ＡＦ　２０ＡＴ

自動点滅回路

　　　　　回路

リモコントランス

リモコンリレー

タイマー回路

計量回路

Ｍ　Ｅ

Ｍ　２

Ｍ　１

Ｓ　２

Ｓ　１

Ｒ２ｎ

Ｒ１ｎ

Ｔ　Ｅ

Ｔ　２

Ｔ　１

Ｄ　Ｅ

Ｄ　２

Ｄ　１

Ｂ　Ｅ

Ｂ　２

Ｂ　１

Ａ　Ｅ

（分岐遮断器は協約型１Ｐサイズとする）分　岐　回　路　凡　例

ＥＬＢ２Ｐ　５０ＡＦ　３０ＡＴＡＥ３

Ａ　３

ＭＣＢ２Ｐ　５０ＡＦ　２０ＡＴＡ　２

備　　　考回　　路　　図分　岐　開　閉　器記　　号回　　　路

負荷
一般回路

：ＡＣ１００Ｖ：ＡＣ２００Ｖ

☆３

☆２

☆１

幹線・番号・種別・サイズ

盤名称

盤設置場所

幹線分岐開閉器

主幹開閉器

主幹電力量計

排水路ヒ－タ－回路

路

回

ＡＣ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

誘導灯信号装置回路

信号装置

負荷

Ｍｇ

Ｕ　１

Ｕ　２

Ｕ　Ｅ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＥＬＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

Ｃ　１

Ｃ　２

Ｃ　Ｅ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＥＬＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ
負荷

ＰＢ

Ｍｇ

（停電補償付）

ＥＬＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＥＬＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＥＬＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

　　　有　・　無　（検定　有・無）

電圧

　同上

回路番号 記号 負荷名称 負荷容量（ＶＡ）

ＭＣＢ　　　　　　Ｐ　　　　ＡＦ　　　　ＡＴ

サイズ

単線接続図

主幹開閉器 負　　　　　　　　　荷

機器記号 名　　　称ＥＭ ＡＦ

制　御

結　線

番　号ＡＴ ＥＭ Ｐ

分岐開閉器

幹線

種別

Ｐ

盤名称

形式
ＡＦ ＡＴ容量（ｋＷ）（ｋＶＡ）

備　　　　　考

分電盤結線図 分電盤内容表動力盤制御内容表

計

計

１Ｌ－１

標準品仕様

１階　車庫

２００Ｖ

１００Ｖ

（標準品仕様）

屋外防水型

Ｌ－Ｍ（引込開閉器盤）

スペース

ＷＨ
１φ

ＭＣＢ　　　　　　Ｐ　　　　ＡＦ　　　　ＡＴ

Ａ２

ヨ ビＡ２

１２２５３ １２５Ｍ

鋼板製露出型

ＥＬＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＥＬＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＥＬＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＭＣＢ　Ｐ　　　ＡＦ　　　ＡＴ

ＡＥ

ＡＥ キッチン電気温水器　Ｃ １５００

キッチン電磁調理器　Ｃ ５８００ＡＥ３

消防団休憩室　エアコン ３１００

ＡＥ 消防団休憩室　エアコン ３１００

Ａ２

Ａ２

ＡＥ

Ａ２

Ａ２

１

２

３

４

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１ ＡＥ １階車庫他　Ｌ

２階階段他　Ｌ

２階消防団休憩室他　Ｌ

ＡＥ

Ａ２

１階外部　Ｃ

２階消防団休憩室他　Ｃ

１階備蓄倉庫　Ｃ

１階車庫　Ｃ

２階消防団休憩室他　Ｃ

　８００

１２００

ＡＥ

ＡＥ

１１

１２

１３

１４

２階キッチン冷蔵庫他　ＣＡＥ 　９９０

２階キッチン電気ポット　Ｃ

２階キッチン電子レンジ　Ｃ

ヨ ビＡ２

ヨ ビＡ２

ヨ ビＡ２

　２００

　３００

　１００

　３００

　４００

Ａ２ １階車庫　Ｃ

２階消防団休憩室　Ｃ

２階キッチン　Ｃ

　４００

　４００

　４００

１２００

Ｗ

Ｗ

ｎ

ｎ

１

１

ａ

ｎ

非常用照明回路

☆２

イ

ｎｎ

イ

☆１

☆３

誘導灯回路

自動火災報知設備用回路

ＡＣ１φ３Ｗ

２００Ｖ／１００Ｖ

☆５

誘導灯回路

イ

ｎ ｎ

イ

☆４

自動火災報知設備用回路

☆６

ｎ１

端子台又は
（防水型ｲﾝﾚｯﾄｺﾝｾﾝﾄ+ｺｰﾄﾞｺﾈｸﾀﾎﾞﾃﾞｲ）

接続ケーブル（プラブ付）５Ｍ共

Ｒ

ＧＣ１φ２Ｗ

１００Ｖ

：ＧＣ１００Ｖ

Ｇ

１Ｌ－１

ステンレス製

　４０１

　２６７

　３４６

１８８０４

ＭＣＢ・ＥＬＢ　３Ｐ　２２５ＡＦ　１２５ＡＴ

可搬式発電機ヨリ　２ＰＮＣＴ５．５－３Ｃ

１φ２Ｗ１００Ｖ　１．６ｋＶＡ相当品

可搬式発電機

（分電盤組込）
１８．８０４

ＥＭ－ＣＥＴ３８

Ｌ－Ｍヨリ　ＥＭ－ＣＥＴ３８

図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所
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Ｅ幹線設備　分電盤結線図・分電盤内容表 ０３



ｎｎ

名 称図 記 号

機 器 凡 例

Ｌ－Ｍ引 込 開 閉 器 盤

仕 様 備 考

盤 結 線 図 参 照

１Ｌ－１電 灯 分 電 盤 盤 結 線 図 参 照

屋外・屋内幹線リスト

A

B

Ｌ－Ｍ ～ １Ｌ－１ 電 灯（外部ＶＥ５４）

ＥＭ－ＩＥ　８ （ＶＥ１６） 外部 ～ Ｌ－Ｍ 接 地

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　Ｅ８

可 搬 式 発 電 機Ｇ 単相１００Ｖ　１．６ｋＶＡ

形式

電圧調整方式

励磁方式

力率

多極回転界磁形

インバータ式

１．０

定格周波数 ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

１００Ｖ定格電圧

自己励磁式

定格電圧

定格電流（単相）

定格電流

定格出力

１２Ｖ

駆動方式

交流コンセント

エンジン直結

電子式

１５Ａ×２個、３０Ａ×１個

交流過電流保護装置

エンジン種類

調速機形式

冷却方式

点火方式

空冷４サイクルガソリンエンジン

電子制御式

強制空冷

使用燃料 無鉛ガソリン

始動方式

燃料タンク容量（赤レベル）

定格連続運転時間（赤レベル）

乾燥重量

全長×全幅×全高

騒音レベル（７ｍ）

バッテリーメーカー／型式

オプション

１設置台数

エ

ン

ジ

ン

直流コンセント １２Ａ×１個

直交流過電流保護装置 直流プロテクタ

発

電

機

装

備

直流

交流

名称

発電機仕様諸元表（別途工事）

ＥＦ１６００ｉＳ（ＹＡＭＡＨＡ相当品）

１．６ｋＶＡ

１６Ａ

８Ａ

ＣＤＩ点火

リコイル式

４．２ﾘｯﾄﾙ

約１０．５～４．２時間（１／４負荷～定格負荷）

２０Ｋｇ

４９０×２８０×４４５ｍｍ

５１．５～６１．０ｄＢ（Ａ）

無し

ボデｲーカバー

ＥＤ

A

B

５
６

４

１

１

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２（ＰＦ２２）

７ ８

９ 10 11ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）×３

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ（ＰＦ１６）×２

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）×２ ２ ３

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）×３ ４１ ３

ＥＭ－ＥＥＦ２．６－３Ｃ（ＰＦ２２） ２

２

３ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）

電灯引込口：１φ３Ｗ２００Ｖ／１００Ｖ

１

２

９ 10 11２

2.6

２

３

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２（ＰＦ２２）

３

７

３ ８ ４

７ ８

９ 10 11ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）×３

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ（ＰＦ１６）×２

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）×２ ２ ３

２

３

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）×３ ４１ ３

ＥＭ－ＥＥＦ２．６－３Ｃ（ＰＦ２２） ２

（別途工事）

仕様諸元表参照

E（200V)

図 記 号 名 称

２ 埋 込 コ ン セ ン ト ２Ｐ１５Ａ×２

埋 込 コ ン セ ン トＥ ２Ｐ１５Ａ×１（接地極付）

埋 込 コ ン セ ン ト２Ｅ ２Ｐ１５Ａ×２（接地極付）

機 器 凡 例 表

埋 込 コ ン セ ン ト ２Ｐ１５Ａ×１（接地極付）２００Ｖ

埋 込 コ ン セ ン ト30E（200V)

２ＷＰＥ 防 水 コ ン セ ン ト ２Ｐ１５Ａ×２（接地極付）

位 置 ボ ッ ク ス 中四角浅型

埋 込 コ ン セ ン ト２ＥＬＨ
２Ｐ１５Ａ×２（接地極付）本体赤色
通電表示ランプ付

仕 様 備 考

新金属製プレート

新金属製プレート

新金属製プレート

新金属製プレート

新金属製プレート

新金属製プレート
発電表示付

樹脂製プレート

回路で ：ＡＣ回路 （ｎは回路番号を示す）

２Ｐ３０Ａ×１（接地極付）２００Ｖ

：ＧＣ発電機回路

図 記 号

凡 例

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ

2.6
ＥＭ－ＥＥＦ２．６－３Ｃ

配 線 内 訳

（ＰＦ２２）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ２２）

保 護 管

１．ケーブル配線において壁体内の立上げ立下げ部分は保護管にて保護すること

機 器 凡 例 表

図 記 号 名 称 仕 様 備 考

熱線センサ付自動スイッチ（照明１．２Ａ、換気１Ａ：換気扇連動型）
連続動作１０秒～３０分可変形（明るさセンサ付）

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁRAS

熱線センサ付自動スイッチ用（連続－自動－切）

１Ｐ１５Ａ×ｎ（ｎは個数を示す） 新金属製プレート

樹脂製プレートSL 操 作 ユ ニ ッ ト

埋 込 ス イ ッ チ

１Ｐ１５Ａ×ｎ（ｎは個数を示す）確認表示灯付 新金属製プレート埋 込 ス イ ッ チ

新金属製プレート埋 込 ス イ ッ チ3 ３Ｗ１５Ａ×ｎ（ｎは個数を示す）

別途機械設備工事換 気 用 ス イ ッ チ

１Ｐ１５Ａ×ｎ（ｎは個数を示す）WP 防 水 ス イ ッ チ 樹脂製プレート

図 記 号

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

凡 例

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２

配 線 内 訳

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ２２）

保 護 管

Ｌ － Ｍ

１Ｌ－１ １Ｌ－１

２

２

２Ｅ

２Ｅ ２Ｅ

２ＥＬＨ

２ＷＰＥ

１Ｌ－１

44

ＷＰ

（Ｂ）×２

3

（Ａ）×７

（Ｅ）

（Ｉ）

１．ケーブル配線において壁体内の立上げ立下げ部分は保護管にて保護すること

２．照明器具には接地工事ＥＤを施すこと 対象配線中一芯は接地線とする

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ×２ （ＰＦ２２、２２）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ＋３Ｃ （ＰＦ１６、２２）

340

Ｅ

340

Ｅ
Ｅ

２

２

２ＥＬＨ

２２

２

２

30AE(200V)E(200V)

1500 58001200

２Ｅ２Ｅ

800

300

２ＥＬＨ

２

5.95.9

10

3×2

SL

RAS

SL

RAS

（Ｄ）

（Ｃ）×２

（Ｇ）

（Ｈ）×６

3×3

（Ｅ）
（Ｅ）×４

（Ｆ）×２
（Ｅ）

3100 3100

図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号

018(833)5555

0424(62)2188

図面番号

意  匠 構  造 電  気 機  械 製  図計  画

一級建築士事務所

工事名称

秋田市中通２丁目２番３２号代表取締役
株式会社 草階建築創作所渡 邉 啓 宇

佐 藤 清 次

第２５５０３６号
設計年月日

縮尺
A1

A3

S=1:100

S=1:200

大潟村防災センター改築工事
032020

Ｅ ０４幹線・電灯・コンセント設備　１・２階平面図
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１階平面図　S=1:100 １階平面図　S=1:100１階平面図　S=1:100

２階平面図　S=1:100２階平面図　S=1:100



Ａ Ｂ ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０ Ｃ Ｄ ｉＤシリーズ直付型２０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０ Ｅ ＬＥＤダウンライト　１５０形

Ｆ ＬＥＤダウンライト　１００形 Ｇ Ｈ Ｉ

ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型

パナソニック　ＸＬＸ４４０ＫＥＮＰ－ＬＥ９ パナソニック　ＸＬＸ４３０ＡＥＮＴ－ＬＥ９ パナソニック　ＸＬＸ２１０ＡＥＮＪ－ＬＥ９ パナソニック　ＸＮＤ１５３１ＷＮ－ＬＥ９

パナソニック　ＸＮＤ１０３１ＷＮ－ＬＥ９

相当品

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ

消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ

消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般タイプ

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般タイプ

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

相当品 相当品 相当品

相当品

光源遮光角１５度、消費電力１２．４Ｗ、電圧１００－２４２Ｖ

光源遮光角１５度、消費電力７．６Ｗ、電圧１００－２４２Ｖ

ＬＥＤキッチンライト　２０形直管蛍光灯１灯器具相当 ＬＥＤシーリングライト

パナソニック　ＬＧＢＺ１８１０

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束９８０ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、壁直付型・棚下直付型、コンセント付

カバー：プラスチック（乳白）

スイッチ付

昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８３／電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束３８００ｌｍ、消費電力３１．１Ｗ、電圧１００Ｖ

回転金具方式、カチットＦ

竿縁天井取付アダプタ対応

下面パネル：アクリル（乳白つや消し）

側面強化和紙張り、木製（白木）

リモコンで〈１００％～５％〉調光、専用リモコン送信器同梱

相当品相当品パナソニック　ＬＧＢ５２０９４－ＬＥ１

ＬＥＤウォールライト　２０形　Ｈｆ１６形×１灯器具相当

防雨型、ひと（熱線）センサ・ＥＥセンサ付（ＯＮ／ＯＦＦ型）

器具光束１９２０ｌｍ、消費電力１９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

壁直付型

パナソニック　ＮＮＦＳ２１８１２Ｊ－ＬＥ９ 相当品

ＬＥＤブラケット　２０形直管蛍光灯１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＢ８５０３２ＬＥ１ 相当品

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束１１００ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、天井直付型・壁直付型

カバー：プラスチック（乳白）

両面化粧タイプ

Ｗ＝５８０　Ｈ＝６５　出しろ６４

床の間灯

図面名称 備  考
月 日年

管 理 建 築 士

一級建築士登録番号

印

電話

電話秋田本社
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管 理 建 築 士 印設計年月日
一級建築士登録番号 第２５５０３６号備  考工事名称 図面名称

A1
縮尺

A3

代表取締役 秋田本社 秋田市中通２丁目２番３２号 電話 018(833)5555

東京支店 東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話 0424(62)2188

計 画 意 匠 構 造 電 気 機 械 製 図
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渡 邉 啓 宇 一級建築士事務所 株式会社 草階建築創作所

大潟村防災センター改築工事 機械設備工事特記仕様書
年 月 日2020 03

図面番号 Ｍ ０１

１　基礎杭　　　 　要（※別途　　本工事）　　　不要
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１

１

１

１
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冷　
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　 １　凍結の恐れのある水配管(5)  上記以外のもので以下 ア ～エの事項を満たすもの 6.機器の接続 　特記がなければ、機器とｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄを接続する場合、ｱﾙﾐﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ ｶﾞｽ供給事業者の諸規定または液化石油ｶﾞｽに関する法律等により施工する。1.一般事項
　　　水圧試験を空気圧試験(最大常用圧力の1.5倍、または最高機 械 設 備工 事 特 記 仕 様 書 　 ア.品質及び性能に関する試験ﾃﾞｰﾀｰが整備されていること。 　ﾀﾞｸﾄを１ｍ以内で使用してよいが、有効断面を損なわないよう取 (6-1.1.1)14２ 用　　　途１ 　　　圧力 0.2Mpa)に代えることが出来るが完成時まで水圧試験を実施する。 　イ.法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 　付ける。また、ﾀﾞｸﾄ用ﾃｰﾌﾟはｱﾙﾐﾆｳﾑ箔を使用する。

ブ
ラ
イ
ン
管

ガ　

ス　

設　

備

（平成２９年版） ※平成２９年５月１日以降適用 ２ (　10kg 　20kg 　50kg    本)2.液化石油ｶﾞｽ １　ガスボンベ　　※ 借用　　 買取り　 ２　油配管　 ウ.製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 冷 冷 蒸　気 油 管 冷 排水管 7.機器の据え付け １ 天井いんぺい機器の吊り下げ金物は構造体へ直接取付ける。配 ２　集合装置　　標準図 施工 　72 の下記仕様とする。一
熱
源

　 エ.販売、保守等の営業体制が整えられていること。
屋
外

空
調
機

　　　空気圧試験の最小圧力は0.1MPaとする。呼      称 規格番号 管    種 温 却
埋
設

屋
内

機
械
室

Ⅰ　工　事　概　要 ２ ｺﾝｸﾘｰﾄ外壁に取り付ける換気扇用木枠には防腐剤処理をほどこす。 　　　　　　　　　（ａ）　　　（ｂ)　　　※（ｃ)(イ）　　　(c)(ロ）　 なお､(5)の材料を使用する場合は、ア～エの証明となる資料を監督職員に
露
出

水 水 給 還 媒配 管 ３  ｶﾞｽ（液化石油ｶﾞｽ設備）配管 ３　転倒防止等　標準図 施工 　73 の下記仕様とする。　 提出して承諾を受けるものとする。 管 管 気 り 8.防振架台 　機器表による。
　　　気密試験及び点火試験とする。 　　　　　　　　※（ａ）　　　（ｂ）１　工 事 名 管 管管 管　 また、備考欄等に参考型番が記載された機材は、当該商品または 　※屋内および屋上設置機器の架台は防振架台とする。般 工 ４　バルクタンク (　　　　　Ｋg)　　　気密試験の圧力値は高圧部1.56MPa以上、低圧部8.4KPa以上

　 同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合は監督職員の承諾２　工事場所 9.室外機 　28KW以下の室外機基礎高さはGL+150mmとし、溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上架台 3.標識板及び 液化石油ｶﾞｽの貯蔵量が300kg以上の場合　　　10.0KPa以下とする。※鋼      管 JIS G 3452 白 ※ 　を受けるものとする。 事 　　基礎及び架台 　(H=300mm)を設ける。その他の機器および豪雪地における基礎、３　敷地面積 　　　　　消火器 １　標識板(ｱﾙﾐまたはｽﾃﾝﾚｽ製) ※　本工事　　　　　別途管 　　　保持時間は管内容積10ﾘｯﾄﾙ以下は5分間以上、10ﾘｯﾄﾙを超え50ﾘｯﾄﾙ^2
　架台は図示による。 ２　消火器(ABC 10型　１本、ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ共)共 JIS G 3452 黒 ※※ ※ ※ ※　本工事　　　　　別途４　構造規模 9.機器及び材料の　 評価名簿による評価書の写しを添付した納入仕様書を監督職員に提出する。 　　　以下は10分間以上、50ﾘｯﾄﾙを超えるものは24分間以上とする。

10.空調用ﾎﾟﾝﾌﾟ 　※ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ　　　　　ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ　　　　　その他（　　　　）

厨
房
機
器
設
備

15　　　　　　　選定棟 名 称 塩ビ JWWA K 116 SGP - VB 　　　軸封装置 　               　　 　　                                  (3-1.12.1)1.厨房機器類 １　図示による（材質等は、標準仕様書による）｡　　　   (5-1.6.1～1.6.8)
1.保温施工 施工は次のとおりとするが、工法等の変更については監督職員のライニング鋼管構 　 造 ２　燃焼機器は、（一財）日本ｶﾞｽ機器検査協会の合格証票が貼付された工通 11.空調用膨張 　※　密閉形隔膜式　　　　　開放形　　　　その他（　　　　）建築物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び10.化学物質を放散 承諾を受ける。　　〃 SGP - VD 　　ものとする。階 　 数 　　　　　ﾀﾝｸ                 　　　 　                             (3-1.13.5～1.13.6)性能を有すると共に次の(１)から(４)までを満たすものとする。する建築材料等 １ 配管、機器

(1-1.4.1)建 築 面 積 WSP 011 SGP - FVB ３ 　（１） 消火配管は給水管の仕様による。 12.放熱器の 　放熱器と温水管との接続には、必要に応じて架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管及びﾎﾟ 2.付属制御盤 　　機器付属の制御盤は、製造者標準品とする。
２ 弁、継手類事延べ床面積 　　　　取り付け 　ﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管、並びに銅製又はｽﾃﾝﾚｽ製ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞを使用しても良いJWWA K 140 SGP - HVA耐熱性 　（１） 標準仕様書 2-3.1.4の 表2.3.2の注 12項（ハ）は保温する。事・垂直積雪量（ｍ） ・風速（Ｖｏ） 13.不  凍  液 　※　不要　　　要（工業用ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ30％濃度）ライニング鋼管 保 　（２） 保温材は接続する配管の仕様とする。

WSP 054 SGP - FVA・地表面粗度区分 Ⅲ 1614.ｵｲﾙﾀﾝｸ １ｵｲﾙﾀﾝｸ種別は次による。３ 外装材は次による。 1.処理方式 　合　併　処　理　告示区分第（　第一　　）SGP - FCA項 　　　　地下ｵｲﾙﾀﾝｸ　（１） 機器、ﾀﾝｸ、ﾍｯﾀﾞｰ、ﾀﾞｸﾄはｽﾃﾝﾚｽ0.3mm５　建物用途    建築基準法による用途
　　　　　　ﾀﾝｸ室（　　本工事　　　建築工事）　温 2.設計条件　（２） 屋外露出（多湿箇所）の管、弁類はｽﾃﾝﾚｽ0.2mm
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設　
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JIS G 3448 一般用ステンレス鋼管６　消防法施行令別表第１の区分　
　　　　 ※　鋼製強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製二重殻ﾀﾝｸ　（３） 煙道はｶﾗｰ亜鉛鉄板 0.35mm とする。

ポリエチレン 　　　　［ 地下ﾀﾝｸ施工時の土留め ］JCDA 0009断熱材被覆銅管
※保　温　材 　　　　　　　 　 要［　　　型　     ｍ］　　 　 不要2.空気調和設備・ ロックウール グラスウール(難燃性) 　　　　屋内ｵｲﾙﾀﾝｸ　　　工事の保温 ５　放流方式　　　　　自然流下　　　　ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送VP一般用 　　　　小型ﾀﾝｸ（防油堤共）JIS K 6741 ※ビニル管 温　水　管 ※ ６  汚泥返送方式　　　※　自動　　　　　　手動RJ-VP

２消火器および標識板
７  接触材逆洗方式    ※　自動　　　　　　手動塗AS-58 REP-VU 　法により指定された消火器及び標識板を槽最寄りの位置へ設置する。^2蒸　気　管 ※
８  消泡ﾎﾟﾝﾌﾟ　　　　　　　自動　　　  ※ 手動Ⅱ　工　事　種　目 （ 　印を適用する） 　　１） 消火器    　 ２０型 ２本　( ｽﾃﾝﾚｽ製格納箱共 )

JIS K 9798 RF-VP タ　ン　ク ※ 　　　　　　　　　 　 ２０型 １本  (       〃        )3.主要構造 　※　ﾕﾆｯﾄ形（FRP製） 　　　　 現場施工形（RC造）
備   考 備   考 備   考空気調和･暖房･冷房設備 給排水衛生設備 その 他 設 備                    　 １０型 １本  (       〃        )装HT 耐熱用JIS K 6776 ※ ヘ　ッ　ダ　－ ※ １　躯体寸法（壁芯）　　（　　）m×（　　）m×（　　）mH4.現場施工形　　２） 標識板    　ｽﾃﾝﾚｽ製      　ｱﾙﾐ製

①　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種,第二種及び空気調和設備   衛生器具設備 昇 降機設 備 ２　ｽﾗﾌﾞ高さ　　GL+（　 　）mm　　　　躯体工事３ﾌﾟﾛﾃｸﾀ内塗装煙　　　道 ※JIS K 6741 VP繊維モルタル耐火二層管
３　構内部防水（天井部除く）　　錆止め塗装後、ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装仕上とする。医療ガス設備冷 暖房設 備 給 水 設 備 及 　（１）槽の防水は躯体で行うことを主とし、防水ﾓﾙﾀﾙは従属的手段とする。ダ　ク　ト ※JIS K 9798RF-VP繊維ﾓﾙﾀﾙ 15.定風量ﾕﾆｯﾄ 　　　ﾒｶﾆｶﾙﾀｲﾌﾟ　　　　　風量ｾﾝｻｰﾀｲﾌﾟ                                                           (3-1.15.13)　 ﾓﾙﾀﾙ防水（厚20mm）  　　塗膜防水ﾊﾟﾗﾃｯｸｽB-2撤 去 工 事床 暖房設 備 給 湯 設 備

　注(１) 外気取り入れﾀﾞｸﾄの全てと、排気用ﾀﾞｸﾄの外壁から 　（２）躯体の型枠解体後、水張試験を行い漏水個所は完全に止水する。16.ﾀﾞｸﾄの区分 　低圧とする。（高圧１，２の部位は図示による。）JIS G 3469 ＰＬＰ(参考) ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管
発散建築材料 ４　躯体の底盤と壁の打ち継ぎ部分には止水板を入れる。消 火 設 備換 気 設 備 び

17.矩形ﾀﾞｸﾄの 　※　ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（共板ﾌﾗﾝｼﾞ又はｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ）^2④　建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を 　　（規格：　　　　　　寸法：　　　　）　　　　（厚 25mmｱﾙﾐｸﾗﾌﾄ）とする。　　〃 ＰＬＳ(参考) ※密着一層型 　　　　　　工法 　　　ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法排 煙 設 備 排水通気設備 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管 　 (２）地下ﾋﾟｯﾄ換気用排気ﾀﾞｸﾄは、ﾋﾟｯﾄ内を除く部分全てを保温とする。 5.ユニット形
18.温　度　計 　標準仕様書、標準図による他、下記の箇所に取り付ける。　 (３）熱交換型の換気扇ﾀﾞｸﾄは、外気取入用ﾀﾞｸﾄ、室内給気用 　基礎・保護ｽﾗﾌﾞ 　基礎、保護ｽﾗﾌﾞおよび支柱は図示がなければ次表による。防自動制御設備 ガ ス 設 備 PLV,VI硬質塩化ビニル ※ 　　(配管はＬ形、ﾀﾞｸﾄには丸形とする。)　　　　ﾀﾞｸﾄ、排気用ﾀﾞｸﾄの全てを保温する。

被覆鋼管 （参考） 処理種別および処理対象人員　１　空気調和機廻りの給気ﾀﾞｸﾄ、還気ﾀﾞｸﾄ及び外気ﾀﾞｸﾄ
　２　冷温水ﾍｯﾀﾞｰ(送り)及び冷温水ﾍｯﾀﾞｰの各還り管3.給排水衛生設備 ﾛｯｸｳｰﾙ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑJIS H 3300低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ ＣＵ 種　　別 小規模合併処理 合 併 処 理錆 　３　冷温水発生機や温水発生機の冷却水及び冷水･温水の出入口　　　工事の保温被覆銅管

給　水　管 ※ ５０人以下 ５１～５００人以下
19.吹出口及び吸込口　※亜鉛鉄板製　　　　　グラスウール製                      (3-1.14.6)図示 工事補足説明事項11.施工条件Ⅲ　設　備　概　要 （ 　印を適用する） JIS K 6769架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

基礎砕石 １００ｍｍ以上 １５０ｍｍ以上消　火　管 ※※ ボックス工
ポリブテン管設　　　　備　　　　概　　　　要 12.工事用電力 　必要な工事用電力、水などの費用及び官公署等への諸手続きなどの JIS K 6778方　　　式 均しｺﾝｸﾘｰﾄ 　５０ｍｍ以上 　５０ｍｍ以上20.消 音 内 張 　施工箇所は図示による。                                   (3-2.2.7.1)給　湯　管 ※

　　　水、その他 　費用は受注者の負担とする。また、既存施設の利用は下記とする。
その他特記事項 （保護ｽﾗブ は除く）方　　式 　 空気調和　　 　冷暖房　　 温水暖房　　 温風暖房 21.風量測定口 (3-2.2.7.3)　※ 要（送風機または空調機の出口側に設置する）  　 不  要 1 工事用電力　　利用できる（※有償　　無償）　　利用できない 排水管・雨水管 ※事

 2 工事用水    　利用できる（※有償　　無償）　　利用できない 基礎及び保護スラブ １５０ｍｍ以上 ２００ｍｍ以上22.瞬間流量計 　※　取り付ける　　　　　　　　取り付けない　 蒸気暖房　　   床暖房　　　ＦＦ式暖房（木質ペレット）
貯湯タンク ※ 　取り付ける瞬間流量計は３２ｍｍﾋﾟﾄｰ管流量計を標準とし、取付 コンクリート厚さ

13.技能士 　※　適用する　　　　　適用しない        　　　　          (1-1.5.2)空気調和方式等 放 熱 器 　空気調和機　　ＦＣＵ　　パッケージ　　ＣＶ   箇所は下記とする。　注(1) 屋内、屋外に露出する消火管、排水管、雨水管は、 配      筋 Ｄ１３－＠２００ Ｄ１３－＠２００〔　適用職種　（１級の職種作業）　〕 　　１ 冷凍機または冷温水発生機の冷水出口  　　　 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑとする。用      途　　配管(建築配管作業)　　　建築板金(ダクト板金作業) (鉄筋ＳＤ２９５Ａ) （ダブル） （ダブル）　　２ 冷凍機または冷温水発生機のブライン出口　　(2) 電熱保温帯巻き付け箇所はﾛｯｸｳｰﾙとする。
　　熱絶縁施工(保温保冷工事作業) 　　３ 冷凍機または冷温水発生機の冷却水出口 支      柱 ヒューム管  φ２００　　(3) 井水管は冷水管の仕様で保温する。熱　　源 　ボイラー　　温水発生機　　冷凍機　　冷温水発生機 給水管 排水管 通 給 消 雨ガス管　　冷凍空気調和機器施工(冷凍空気調和機器施工作業) 　　４ ﾎﾞｲﾗｰまたは熱交換機の温水出口

屋
外

主　筋　　　φ１６×４本呼      称 規格番号 管    種
　ＧＨＰ　　  ＥＨＰ　 ＦＦ式　　氷蓄熱 　　５ 空気調和機の冷温水入口4.FF式給排気筒 　FF式機器の給排気筒の保温はﾛｯｸｳｰﾙ 厚 25mmとする。屋 埋 屋 埋 気 湯 火 屋 埋 水

露
出

帯　筋　　  φ１３　＠５００ｍｍする。14.溶接工 　JIS Z 3801に基づく(社)日本溶接協会の管溶接の資格を有する者と 　　６ 冷温水ﾍｯﾀﾞｰの各送り管　　　　　の保温 コンクリート打込主 熱 源 （　　　　）ｋＷ　×（　　）台 内 設 内 設 管 管 管管 内 設 管 　形 式:　※ 固定形　　　 着脱可能形　（※全数　　図示による）5.冷媒管の外装 　※　保温化粧ｹｰｽ(樹脂製)　　　その他（　　　　　　　）　　(2-3.1.4) コンクリート 均しｺﾝｸﾘｰﾄ １８Ｎ／ｍ㎡（ＳＬ＝１５）15.工事写真 　工事中、完成時ともカラ－写真とする。
熱源燃 料等 　灯油　　Ａ重油(１号)　　都市ガス　  　（　ＬＰＧ ）

鋼      管 JIS G 3452 白 ※ ※ 23.冬期養生用 　ﾌｧﾝ部分を覆う冬期養生用ｶﾊﾞｰ(合成帆布6号相当品)を付属品 設計基準強度 ス  ラ  ブ ２１Ｎ／ｍ㎡（ＳＬ＝１８）分　    類 規　　格 撮　影　箇　所 提出部数 6.ﾀﾞｸﾄ塗装 　ﾀﾞｸﾄ（排気ﾌｰﾄﾞを含む）で見え掛り範囲は調合ﾍﾟｲﾝﾄ（つやけし） 　　　　　ｶﾊﾞｰ 　として備える。なお、ｴｱｺﾝ屋外機(冷房専用)には屋外機全体を覆オイルタンク 　地下式　　　地上式　　　　　容量（　　　）ｍ3

　注）　ｽﾗﾌﾞは金ｺﾃ仕上げとし、水切り勾配を付ける。　　〃 黒   を2回塗りとする。ﾍﾟｲﾝﾄ色は監督職員の指示による。   う冬期養生用ｶﾊﾞｰ(ﾒｰｶｰ標準品)を付属品として備える。工事写真の撮り方 建築設備編サービス版着 工 前 部
給　水　方　式 　 水道直結方式　　　 高置タンク方式　　　 圧力タンク方式

24.凍結防止 　電気ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ、遠赤外線ﾋｰﾀｰのｻｰﾓｽﾀｯﾄ温度調節部には、いたずら防JWWA K 116 SGP-VB 1.仮設工事 6.型式認定表示 　型式認定表示は、本体の確認しやすい場所に設ける。建築工事の表示　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2-4.1.1)工事写真の撮り方 建築設備編 部工 事 中 サービス版 塩ビ 　　　　　ﾋｰﾀｰ 　止ｶﾊﾞｰを取付ける。　 タンクレスブースター方式
建　 築　 工　 事　 の　 表　 示ライニング鋼管 　　〃 SGP-VD １　水中ﾎﾟﾝﾌﾟは自動交互運転とし、着脱式とする。7.ﾎﾟﾝﾌﾟ工事写真の撮り方 建築設備編 部完 成 時 ・サービス版 25.ＦＦ式暖房機 保護ガードの取付箇所は図示による。汚水等処理方式 　 下水道　　　　 　浄化槽（　　　　人槽）　　　　　（　　　　　　　） ２　ﾎﾟﾝﾌﾟ槽満水警報　　　　　　※　要　　　　　不要・キャビネ版 同      上 部 給排気筒の保護工 事 名
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WSP 011 SGP-FVB
外部１枚、内部１枚給　湯　方　式 　 局所式　　　　 　中央式 ・キャビネ版営繕年報用 8.送　風　機 １　防震　※ 防震架台　　　　 　防振ｺﾞﾑ1.準 拠 事 項 　前章（空気調和・暖房・冷房設備）の16.、17.に準ずる。耐熱性 構造・規模JWWA K 140 SGP-HVA
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事

２　防音　※ ｻｲﾚﾝｻｰ  　 　防音ｶﾊﾞｰ(　屋外用 　屋内用)ライニング鋼管消火設備方式 　屋内消火栓^3　１号　 　易操作性１号 　　２号　〔　湿式　　乾式〕 2.厨房用 　１ ｽﾃﾝﾚｽ製 Ⅱ形とし、本体およびﾌｰﾄﾞ囲いは、ｽﾃﾝﾚｽ製(厚1.0mm)とする。この表のほか監督職員が必要と認め、指示した箇所及び部数。 9.制　御　盤 １　製造者規格品とする。
工 事 期 間 平成　年　月　日  ～  平成　年　月　日ポリ粉体鋼管 JWWA K 132 SGP-PB 　　　排気ﾌｰﾄﾞ 　２ 吊りﾎﾞﾙﾄは亜鉛ﾒｯｷ製とし、露出部のﾎﾞﾙﾄの端部にはｽﾃﾝﾚｽ製のまた、上記の写真はﾃﾞｼﾞﾀﾙ写真も可とし、その仕様は監督職員の指示による。 　　主開閉器には漏電遮断器、分岐回路には電動機保護用遮断器を設ける。　ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ 　 湿式　　　　　　乾式

     　袋ﾅｯﾄを取付ける。 ２　故障表示は次とする。建 築 主　　〃 SGP-PD　特殊消火 　 不活性ガス　　泡消火　　粉末消火　　その他（　　） 　　　ﾌﾞｻﾞｰ　　　　赤色灯　　外部用無電圧Ａ接点（警報盤は別途）3.厨房用排気ダクト　１　※ 亜鉛鉄板　　　　 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板（SUS304）
３　制御盤の二次側電気工事は本工事とする。設 計 者WSP 039 SGP-FPB 　２　※ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　　　　ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法　そ の 他 　 連結送水管  　 屋外消火栓　　　パッケージ形Ⅰ型 16.完成図等 ※完成検査後に次の完成図等を速やかに提出する。　 　　　　(1－1．7．1）

(1)  完成図書（Ａ４版、完成図書作成要領による） 4.耐薬品ﾀﾞｸﾄ 　実験、試験用に供するﾀﾞｸﾄ・ﾀﾞﾝﾊﾟｰの材質は耐薬品性とし、範囲、仕様は工事監理者 10.配管および 　槽内の配管はｽﾃﾝﾚｽ鋼管又は硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管とし、支持金物は全てステンレス鋼管 JIS G 3448 一般用１３Ａ ※ ※ガス設備方式 　都市ガス　種別（　　　　）  供給会社（             ）
(2)  完成図及び施工図（原寸）二つ折りに製本したもの 　　　ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 　図示による。 　　　　支持金物 　ｽﾃﾝﾚｽ製とする
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工事監督者(3)  完成図及び施工図Ａ３版縮小図を二つ折りしたもの JWWA G 115 水道用　液化石油ガス
(4)  保全に関する資料 1.排煙口の形式 　　　可動羽根（ｽﾘｯﾄ共）　　　　　可動ﾊﾟﾈﾙ
(5)　電子納品対象工事にあってはＣＤ－Ｒ 工事施工者雨水利用（用途　　　　　）　　地下水利用（用途　　　　）　雑用水自然エネルギー JWWA G 119水道用波状 　　　ﾜｲﾔｰ式　　　　　　　　　　　電気式2.排煙口解放装置(6)　その他監督職員が指示したもの地熱利用（用途　　　　　）　　雪冷熱利用（用途　　　　）利用 　.転落防止措置 　開口部となるﾏﾝﾎｰﾙ蓋は落下防止形とし、縞鋼板、合成木材及び11※付属品、予備品、保守工具等は引継目録を添えて提出する 銅      管 JIS H 3300 Ｍ型 　（1） 表示板は風圧に耐えるよう配慮すること。その他　（用途　　　　　） 3.排煙ﾀﾞｸﾄ 　板厚は高圧ﾀﾞｸﾄによる。 　FRP製蓋は鍵付又はSUS製ﾎﾞﾙﾄ止めとする。
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※カギ等の表示札は樹脂製（市販品）とする 　（2） 地色はﾏﾝｾﾙ記号１ＧＹ７．５／８とし、黒文字
1.ｼｽﾃﾑ構成 　別紙仕様による。                                           (4-1.1.1)ビニル管 JIS K 6742VP水道用 　.ﾌﾛｰｼｰﾄの表示 　　　要　（ｱｸﾘﾙ板－A-2）　　　　　不要12　　　　(角ｺﾞｼｯｸ)で表現する

Ⅳ　機　械　設　備　工　事　仕　様 HIVP 　（3） 建築主は契約担当者名とする。 2.機器類の 　室内設置のｻｰﾓｽﾀｯﾄ、ﾋｭｰﾐﾃﾞｨｽﾀｯﾄはｹｰｽ付きとし、標準取付け高さはJIS K 674217.電子納品等 　電子納品対象工事　・電子納品対象外工事・ 耐衝撃性 　.消毒剤 　30日分を納入する。                             13　（4） 表示板の大きさ 　　　取り付け 　原則として床上1,300mm （中心）とする。
VP一般管1．図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 JIS K 6741 ※ ※ 　　　　 ※  １号  （横 １８０ｃｍ × 縦 　９０ｃｍ ）ＣＤ－Ｒ（監督職員提出用）　　　　　　　（　　　部）1 RJ-VP 3.凍結防止対策 　別紙仕様による。                                  14　.機械室 １　寸法　　　平面寸法　（　　　）mm×（　　　）mm　　　 　　  ２号  （横 ２４０ｃｍ × 縦 １２０ｃｍ ）ＣＤ－Ｒに格納するもの VU薄肉管書（機械設備工事編）（平成２８年版）」、公共建築設備工事標準図「公共建築工事標準仕様 JIS K 6741 ※ ※ 　　　　建築工事　　　　 　  ３号　（横 ３６０ｃｍ × 縦 １８０ｃｍ ）RJ-VU 1.一般事項 　陶器及び付属品の仕様は器具表による。また、衛生陶器色は監督職員 　　　　　　　有効高さ（梁下）　　（　　　）mm以上※完成図　（※ＣＡＤ　　　※ＰＤＦ）　　　※監督職員が指示した図面等

９　

衛　

生　

器　

具　

設　

備

(機械設備工事編）（平成２８年版）による。 HTVP 　　　 　　　その他（　　　　　　　　　　　） 　の指示による。 ２　構造　　　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造※完成写真　（※主要な機器等の外観10枚程度) JIS K 6776
耐熱用

　　　　　　　補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造2.洗浄弁及び １ 洗浄弁は不凍結形節水弁(ﾊﾞｷｭｰﾑﾌﾞﾚｰｶ付き) とする。　　　　　(5-1.1.2)※官公署届出書類 2.建設発生土の 　 ・　構外指示の場所へ搬出　　　（搬出先は特記1章4項による）
AS-58 REP-VU2．特記仕様書の適用等 ３　仕上※工事概要ファイル 　　　　ﾛｰﾀﾝｸ ２ ﾛｰﾀﾝｸは防露式とする。　　　　　　処理 　 ※　構内指定箇所へ敷きならす　　指定箇所（　　　　　　　）

付(1)項目は、番号に○印の　いたものを適用する。 3.便　座 　　 温水洗浄便座　　※ 暖房便座   　　　　　　　　　　　　　(5-1.1.2) （１）床　　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち金ｺﾃ仕上げ ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ　 ・　構内指定箇所へたい積する　　指定箇所（　　　　　　　）JIS K 9798 RF-VP
　　 温水洗浄便座は、次の機能を有すること。 （２）天井　　　　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ25tｶﾞﾗｽｸﾛｽ仕上げ 木毛ｾﾒﾝﾄ板(2)特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2-4.2.1)

　ただし、監督職員の承諾があった場合はこの限りでない。 その他　   温水洗浄機能(   貯湯式　※ 瞬間式)　  節電機能　  脱臭機能JIS K 9797RS-VU適用する。 3.耐震施工 ・設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版（独立行政
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し（３）内装    　　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ25tｶﾞﾗｽｸﾛｽ仕上げ(5-1.1.13)・ 印と ※ 印が付いた場合は、共に適用する。 　法人建築研究所監修）」による。ポリエチレン管 JIS K 6762 水道用 ※ その他　　 その他、付加機能は次とする。

(3)特記事項に記載の（　）内表示番号は、本標準仕様書の当該項目、当該図面又は当該表を示す。 　イ）耐震安全性の分類 その他ｱｸﾘﾙｼﾘﾝ（４）外装　　　　吹付ﾀｲﾙ　   温風乾燥機能　　　　　擬音装置　　　　　リモコンJWWA K 144 水道配水用 ※ 　　　※ 特定の施設　　　　・　一般の施設
（５）屋根　　　　ｼｰﾄ防水　電源供給方式；　※ ＡＣ １００Ｖ     　 電池式 自己発電4.自動水栓 その他　ロ）地域系数Ｚ章 項　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 JIS K 6769 水道用 　手動スイッチ　　　有　　　　　無                          (5-1.1.7)（６）出入口  　　防音　　　　　普通　　　※　１．０　　　・　その他（　　　　）
1.適用基準等 ※秋田県機械設備工事監督実施要領（秋田県建設交通部監修）（平成16年版） 5.鏡 　大きさは器具表による。          　　　　　　              (5-1.1.9)（７）窓　　　　　ｱﾙﾐｻｯｼ（　　）mmW×（　　）mmH 無し

・屋外に設ける機器類(外壁に取り付ける機器類含む)のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ、ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 JIS K 6774 ＰＥＰ ※※機械設備工事施工管理要領（一般社団法人公共建築協会）（平成26年改訂版）
４　機械室の換気は室内温度が35℃以下（外気温度30℃のとき）6.給水栓 　湯沸室、台所、厨房内は泡沫水栓とする。(2-4.6.2)　架台、支持金具等はｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)製とする。※営繕工事写真撮影要領(平成28年版)　(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)
　　となる風量を第3種換気方式（自動）で行う。(2) 外面被覆鋼管 WSP 04１ 消火用

（1-1.1．4）※　適用する　　　　・　適用しない2.工事実績情報 1.給　水　源 　　 上水道    　 井　水      　その他（　　　　） ５　照明器具　　　防滴形蛍光灯（ｶﾞｰﾄﾞ付）（　　　W　　　灯）4.他工事との調整 　適用範囲は次表を標準とする。（●印適用） 10排水用塩ビ
        の登録 WSP 042 　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　）ライニング鋼管 電  気 機  械種　別 区　分 建  築(3) 2.水道加入金 　　 本工事    ※ 別  途※適用しない　・ 適用する( ・ 発注者指定方式　・ 任意着手方式)3.工事の余裕期間
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鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管 JIS A 5372 1 種Ｂ形　適用する場合は別に定める「余裕期間に係る特記事項定」によること。 　.土木工事15梁、床、壁､ 貫通部 補    強 ●１ 3.受水槽、 １　緊急用水栓　　※　要　　　　　不要 　　及び仮設工事 ２　基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 　　要（※本工事　　別途）　　　不要JIS K 674１ VP繊維ﾓﾙﾀﾙ耐火二層管 ※ ※4.施工中の安全 ※「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定（平成9年建設省 　　　　高置水槽 ２　緊急遮断弁　　※　要　　　　　不要スリーブ ● ● ３　掘削・埋戻し      ※本工事　　　　　別途告示第1536号）」に基づき、指定された建設機械を使用する。　　(1-1.3.8)確保及び環境 ３　水槽廻りのﾌﾗﾝｼﾞ用ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄは全てｽﾃﾝﾚｽ製とする。一 RF-VP ※ ※JIS K 9798※「建設機械に関する技術方針（平成3年建設省通知第247号）に基づ ４　山留工           　要　（　　  型　　　　m）簡易山留保全 繊維ﾓﾙﾀﾙ 壁埋込型器具類 補    強 ●各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定報告書を提出する。18.総合調整 4.その他 　上水道直結部分の施工は水道事業者の給水規定による。き、指定された排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　　　　(1-1.3.8) 　　　　　　　　　　 　不要ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ JIS G 3469 PLP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2-1.3.2) ※ 不要被覆鋼管 （参考） （　連続  　　作業時排水　〔1箇所〕）^1５　水替工       　要仮    枠 ● ● 11 　 風量調整　　　　  水量調整　 　　室内外空気の温度の測定関係機関との協議　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　（1-1．3．5）般
給
湯
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備

1.ｶﾞｽ給湯器等 　ｶﾞｽ供給者の承認する製品とし、液化石油ｶﾞｽ器具に該当するもの密着一層型ﾎﾟﾘ JIS G 3469PLS ※ 　 室内気流及びじんあいの測定 　 　 騒音の測定　・必要（関係機関：　　　　　　　　　　　　　　）　・必要なし （参考）所轄各官公署 　は法令等に基づく技術上の基準によるものとする。ｴﾁﾚﾝ被覆鋼管 天井埋込型器具類下地 切 込 み ●
 　 二次側電気配線絶縁抵抗の測定　　 接地抵抗の測定 16　.その他 ﾏﾝﾎｰﾙの嵩上げは300mm以下とする。それを超える場合は浄化槽の周囲

PLV,VI硬質塩化ビニル 2.湯沸器の排気筒 　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製とし､いんぺい部は断熱材(ﾛｯｸｳｰﾙ50mm+きっ甲金網）、 に鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製のﾋﾟｯﾄ（上面は縞鋼板の蓋付）を設ける。交通誘導員 ※ 補    強 ●共 　露出部は、（ﾛｯｸｳｰﾙ50mm+着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ）で覆い、直接屋外へ排気する。被覆鋼管 （参考）水質検査)　・配置する（・警備業法第１８条に規定する特定の種別の警備業務・任意）
ポリブテン管 JIS K 6792 水道用 　　　　１　一般ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ (　　機械室有り　　　※　機械室無し)　　（　　　日×　　　人） 17 　 その他（　　　　　　　　） 1.該当機種12墨 出 し ●● ●

消
火
設
備

1.消火ﾎﾟﾝﾌﾟ用 　消火ﾎﾟﾝﾌﾟ用制御盤は製造者標準仕様とするが、盤内には起動ﾘﾚｰ
　・配置しない 　　　　制御盤 　取付けｽﾍﾟｰｽを設ける。
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２　　　　　　普及型ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ (　　機械室有り　　　※　機械室無し)JIS K 677819.かし点検 　※　　適用する　　　　　　　　適用しない通 ●● ●別途機器への接続　　特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則
　　　　　　非常用ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ３その他特記事項 2.消　火　器 　　　本工事　　　　※　別　途則第20号)及び秋田県公安委員会告示　　(平成17年国家公安委員会規 ち会うこと。 防火戸閉鎖装置 ●
　　　　　　小荷物専用昇降機４第144号(平成18年10月6日)による。

事 1.ﾎﾟﾝﾌﾟ １ ﾎﾟﾝﾌﾟ廻りのﾌﾗﾝｼﾞ用ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄはｽﾃﾝﾚｽ製とする。20.環境への配慮
●閉鎖装置電動ｼｬｯﾀｰ自動扉 　　　　　　ｴｽｶﾚｰﾀｰ設備5.発生材 ５・特定建設資材廃棄物の発生材の処理 　　　 　　　　 　　 （1－1．3．9) ２ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟは着脱装置注）給水設備及び給湯設備に使用する機材は、厚生省令第14号「給水装置の構造及び材質の基準に

      の処理等 汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ　　　※　着脱装置付　　　　　　固定式二次側配線,操作ｽｲｯﾁ ●再資源化等をする施設名・住所・搬出距離(km) に関する省令」（平成9年3月19日）に適合するものとする。種　　　類
３2.耐震施工、管制 この項は、１項の機種　１ ～ 　 について適用する。湧水ﾎﾟﾝﾌﾟ　　　※　着脱装置付　　　　　　固定式項

１　かご出入り口検出装置　　　　2.鋼管用伸縮管 　※　ﾍﾞﾛｰｽﾞ形　　　　ｽﾘｰﾌﾞ形   　　　               　 (2-2.2.7.1) 　運転● その他(　　　) ※　着脱装置付　　　　　　固定式建設発生土 二次側配管
　　　　　　継手 ※有り（方式は別添図示）　　　　　・無し 　　　　　（9-2.2.2.4）３ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟの銘板はﾎﾟﾝﾌﾟ本体の他、最寄りの壁に設ける。

２　耐震施工　　　　　 　　　　　　 　　　　　　（9-2.2.6.1～2.2.6.2）ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ塊 軽量鉄骨壁の機器取り付け用の補強 ●● ●取付箇所は図示による。　　　　　　　　　　　　　　　　　(2-2.5.15)3.耐火二層管伸縮継手 2.桝の規格 　PP桝、小口径桝を使用する場合はVPｿｹｯﾄを使用する。    (5-1.8.1～1.8.8) 14 14秋田県庁環境方針 　(1)　耐震クラス　　　　・Ｓ　　　　※Ａ
　汚水桝、雑排水桝の規格は下表による。ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ塊 (2)　地域係数　　　　　※　1．0　・その他（　　　　　）平成２５年４月１日 吊りボルト用インサート ●● ●4.緊急遮断弁装置 遮断弁　　　　　　　電気式　　　機械式　　　              (2-2.2.22)

３　地震感知器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （9-2.2.6.3)記      号 内法寸法(mm) 埋設深さ(mm) 防臭蓋地震感知器　　　　　電気式　　　機械式　　　建設発生木材 機械室、電気室などの設備機器の基礎 ●     特低設定値はP波感知とする。秋田県庁は自らが行う事務事業活動が環境に及ぼす影響を継続的に改善していく
※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製　　 樹脂製　　 ｽﾃﾝﾚｽ鋼製　　人造石とぎ出し製(2-2.2.23)5.水　栓　柱 350×350 ４　管制運転等　　　　　　　 　　　　　　　　   　　　　   （9-2.2.7)13ため、次の方針に基づき積極的に行動します。・特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理　　　　　　   　　(1－1．3．9） 機械室、電気室などの設備ピｯﾄ(蓋含む) ● 　　(1) 地震時管制運転　　　　　　　※有り　　　　　・無しＳＣ－１ Ａ（市販品） ＭＨＡ3506.ｽﾘｰﾌﾞ 水密を要する梁、床、壁のスリーブ　　　                    (2-2.2.27)

(1)総合的な環境保全施策の推進   　(2) 火災時管制運転　　　　　　　※有り　　　　　・無しＲＣ－１ Ｂ（現場打） 450 以下 ＭＨＢ350種　　　類 処分施設の名称・住所・搬出距離(km) ※　つば付き鋼管製　　　　亜鉛鉄板製 自立形制御盤の基礎 ●　「自然と人との共存可能な社会の構築｣、｢環境への負荷の少ない循環を 　　(3) 自家発時管制運転　　  　　　・有り　　　    ・無し
基調とした社会の構築｣、
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  ｢地球環境保全への積極的な取り組み｣,｢環境保全に 450×4507.絶縁ﾌﾗﾝｼﾞ 　取付箇所は図示による。                         (2-2.2.12)(2-2.4.1) 　　(4) 停電時救出運転　　　　　    ※有り　　　　　・無し
自立型アンテナの基礎 ● ＳＣ－２ Ａ（市販品） ＭＨＡ450向けての全ての主体の参加」を基本としながら,第２次秋田県基本計画に掲げる 　　(5) 浸水時管制運転　　　　　    ・有り　　　　　・無し

8.吊りﾎﾞﾙﾄ及び 　ﾋﾟｯﾄ内の吊ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ、支持金具はｽﾃﾝﾚｽ製とする。 ＲＣ－２ Ｂ（現場打） 600 以下 ＭＨＢ450環境保全施策を推進します。 ※　　(6) ピット冠水時管制運転　 　   　有り　　　　　・無し
床点検口、天井点検口 ●　　　支持金物

　　(7) 　　　　　　　　   　　　　　 有り　　　　　・無し緊急地震速報連動運転 ・(2)事業活動における積極的な環境配慮の実施・ 引き渡しを要するもの（　　　　　　　　） (1－1．3．9） 600×6009.埋設配管 １一般事項 　　(8) その他　　　　（　　　　　　　　　　　　　）  公共事業の実施において,公共事業環境配慮システムを基に,環境に配慮した 消火水槽用マンホール ● ＳＣ－３ Ａ（市販品） ＭＨＡ600・ 特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　） (1－1．3．9）
地中埋設標の位置は図示による。  　　　　            　　 　(2-2.7.1)　事業を実施し、環境負荷の低減に努めます。 ＲＣ－３ Ｂ（現場打） 1,200 以下 ＭＨＢ600 3.官公署届け出 　　計画通知、工事完了届けの提出を行う。　なお、特別管理産業廃棄物（ＰＣＢ使用機器・微量ＰＣＢ混入機器等）は 　 注）　複数箇所に●印のあるものは各工事に適用する。
また、埋設表示用ﾃｰﾌﾟ（ ポリエチレン製）は折返し付きとする。 　　　　　書類　関係法令に従い適切に処理する。 (3)秋田県庁環境保全率先実行計画の推進（省略） φ900 ＭＨＡ600
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２埋設油管・ 現場再利用発生材 (1－1．3．9） 1.設計温湿度 ＳＣ－４ ＭＨＢ600(4)環境関連法規等の遵守 外　気　条　件 室内（調整目標値） 既存配管設備の変更　　　 　　　                　　       （11-2.3.1）1 既存配管設備の※　保護埋設　　　　　　直埋設・ 本工事では、秋田県建設副産物対策に係る取扱い要領に基づき、工事
　環境に関する法令、条例、協定、その他の合意事項を遵守し、環境汚染の防止 ＲＣ－４ Ａ（公設桝） ＭＨＤ600 変更及び仮設供給 ・有り　　・無し18 　着手前に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、また 一般系統 一般系統 系 統　　保護の方法、範囲については図示による。　に努めます。 1,201 以上 （公設蓋） ガスの仮設供給　 工事完成時に同計画書の実施書を監督職員に提出するものとする。 温度 湿度 温度 湿度 温度 湿度 温度 湿度

10.銅管の保護管 　ＦＦ温風機等の油配管用途に銅管を使用するときは保護管 ・有り（仮設ガス種別、量等については別添図示による）　　・無し(1-1.3.9) 医ＰＰ－１ φ300 400 以下 　レジコン(DB) (RH) (DB) (RH) (DB) (RH) (DB) (RH)
療    及び吊り間隔 （継手、曲り部分を除く）は一般ﾋﾞﾆﾙ管とし、下記による。・本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する
2 検査・試験 検査・試験については標準仕様書によるものの他、監督職員の指示による。　鋳鉄　　

26℃ 　50％ ガ夏期 ℃ ％ ℃ 　％21．発注者が実施 当該工事が公共事業労務費調査等の対象工事となった場合には、調査　建設廃棄物については、秋田県産業廃棄物税が課税されるので適正に 屋                  内屋          外 （11-2.4.1 ～ 2.4.3）　鋳鉄　　 スに協力しなければならない。 ＰＰ－２ φ400 700 以下する調査等に対処理するものとする。
冬期 ℃ ％ 22℃ 　40％ ℃ 　％ 設する協力 銅管外径 保護管径保護管径 保護管吊り間隔 銅管外径 保護管径 ＰＰ－３ φ450 701 以上 　レジコン

備　ただし、湿度制御を行わない方式による湿度はなりゆきとする。
6.概成工期 　　 適用する（工事期日より　　 日前）　※ 適用しない 　　　(1-1.2.1) 　鋳鉄　　

１０ ２０ １.０ｍ １０ ５０
2.煙道 　直径300mm （270 □）以下は鋼板厚3.2mm 、直径 ＰＶＣ－150 φ150 　塩ビ　　

7.電気保安技術者 　　 適用する　　　　　適用しない            　　　         (1-1.3.2) 　８ １５ １.０ｍ 　８ ５０ 　300mmを超えるものは板厚4.5mm 以上とする。　　　　　　　 (3-1.1.9)

　注．1. 屋内（露出、いんぺい、間仕切り内）8.機材及び材料の 　本工事に使用する機器及び材料（以下「機材」という。）は、 1.配管材料 管材は下表による。２ 3.媒煙濃度計 　取付箇所は図示による。　　　　　　　　 　　　 　　　 　(3-1.1.10) ＰＶＣ－200 φ200 　塩ビ　　
　　　2. 屋外（屋外埋設、土間埋設）　　　　　品質等 　設計図書に定める品質及び性能を有するものとし、以下のいずれかに 注）配 　鋳鉄　　4.冷媒 　ｵｿﾞﾝ層を破壊する物質が使用されていないものとし､種類は機器表による。　該当するものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（1－1.4.2) 1. JISは日本工業規格、JWWAは日本水道協会規格、WSPは日本水道協会 　　　3. 屋外の保護管は曲がり部分も含む。

　注）1.ＳＣは汚水桝、ＲＣは雑排水桝を、ＰＰはﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ製桝を、管(1)  JIS及びJASのマーク等の認証機関のマーク表示のある機材 　 鋼管協会規格及びASは塩化ﾋﾞﾆﾙ管・継手協会規格を表す。 　　　4. 保護管内での銅管の接続はしない。 5.成績係数 　以下に該当する機器の成績係数は機器表による。なお、機器表に 　　　　PVCは塩化ﾋﾞﾆﾙ製桝を表す。(2)  エコマーク認定製品（（公財）日本環境協会） 2. PP継手は青銅製とする。
表記が無い場合は、標準仕様書及び「ｸﾞﾘｰﾝ購入法」で定めるところによる工 　　　2.現場打ち桝の詳細は標準図による。(3)  秋田県認定リサイクル製品 3. 同一で管材の規格が異なる場合は図示による。 試験は配管途中もしくは、いんぺい、埋戻前、または、配管完了後の塗装11.試験
対象機種：遠心冷凍機、ｽｸﾘｭｰ冷凍機、吸収冷凍機、EHP、 　　　3.埋設深さは管底深さを表す。(4)  建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿（最新年 4. 埋設とは土中、土間（FL-300mmまでは土間と同様とする）、ｺﾝｸﾘｰﾄ 又は被覆施工前に行う。なお、完成時の系統全領域にわたる耐圧試験方法

事 直だき吸収冷温水機、小形吸収冷温水機ﾕﾆｯﾄ、氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ、GHP。 　　　4.防臭蓋（公設蓋を除く）は文字入りとする。　 　版)(（一社）公共建築協会)(以下「評価名簿」という。)に記載製品    内、CB内を示す。屋内とは露出、いんぺい、PS、ﾋﾟｯﾄ内を示す。 については、監督職員との協議による。

4

浄 化槽設備

　　空調、暖冷房設備工事（下記によるほか、別紙凡例による）

　　給排水衛生設備工事（下記によるほか、別紙凡例による）

32.6℃ 58.3％

-3.9℃ 75.5％

１　処理対象人員　（      ）人
２　計画汚水量　　（　  　）m3／日

４　流入管底  口径（　    ）mm    　 GL-（   　 ）mm
３　計画水質  流入（　    ）mg/L　  放流（　    ）mg/L

　ｽﾗﾌﾞ寸法　　（　16.51　）m×（　3.30　）m

　ＦＣＶ　　　　ルームエアコン

　　　　１ｍのｿﾞｰﾝは保温する。保温材はｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg

大潟村防災センター改築工事

軽量S造

（１５）項

(1)　合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積集材、MDF

　 、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質材料、ﾕﾘｱ樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、
緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを
発散しない又は発散が極めて少ない材料で設計図書等に規定する
「ホルムアルデヒトの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

(2)　接着剤及び塗料はトルエン,キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない^2
材料を使用する。

(3)　接着剤は,可塑剤(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキサシル^2
等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く。)が添付されていない材料を
使用する。

(4)　(1)の材料を使用して作られた家具,書架,実験台,その他什器類は,

ホルムアルデヒド,アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか,発散が
極めて少ない材料を使用したものとする。

　設計図書に規定する「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」の区分において、「規制対象外」
とは次の①又は②に該当する材料を指し,同区分「第三種」とは③又は④に
該当する材料を指す。

第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

③　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド
受けた材料

②　建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を

受けた材料

飲料水の水質測定(水道法施行規則(昭和32年厚生省令第45号)第10条による^9

(1)  完成図書等の取扱は,｢官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン^1

受注者は 、次により電子納品を行うものとする。

官房庁営繕部】」、「官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン等の

運用の改正について(平成 26 年 4 月 25 日付け営第 85 号)　

((以下、「要領等」という。)による。
「要領等」で特に記載のない項目については、原則として電子データを

提出する義務はないが、「要領等」の解釈に疑義がある場合は監督職員と
協議の上、電子化の是非を決定するものとする。

協力すること。

電子データは、「要領等」に示されたファイルフォーマットに

設計監理業務として行う営繕年報作成のため,工事諸元情報の提供に

基づいて作成すること。

(営繕工事編)、営繕工事電子納品要領　【平成 24 年版　国土交通省大臣

契約事項によるかし担保期間満了前にかし点検を行うので受注者は立

秋田県は県の事務事業において、環境にやさしい行動が定着することを目指し、^9
環境に与える負荷を低減する取り組みを継続的に推進するため
｢あきたエコマネジメントシステム｣を構築し運用している。
受注者は監督職員と協議を行い、県の定める環境方針を具体的に公共

事業に反映させるよう努めなければならない。

秋田県南秋田郡大潟村字中央2-8、2-15地内

2階

77.76㎡

155.52㎡

１．０ｍ ３４ｍ/sec
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冷暖房・換気設備　１・２階平面図、機器表、換気計算書
100

200

０２

ＭＬＺ-ＨＷ５６１７ＡＳ

ＶＤ-２０ＺＶＥ５-ＦＰ

ＶＤ-２０ＺＢ１２

Ｖ-１２ＰＳＤ７

寒冷地用ルームエアコン 能力 定格冷房時

定格暖房時付属品 ワイヤレスリモコンスイッチ（ホルダー付）、

低温暖房時

ＡＣＲ-１

台　

数

電気容量（参考値）
機　　器　　名　　称 形　　　　　　　式 設置場所・備考・参考型番

相 － Ｖ ｋＷ
記　　号 仕　　　様（参考品番は三菱電機製）

冷暖房・換気機器表

シングルタイプ

天井カセット２方向形

冷房：５．６ｋＷ　暖房：６．７ｋＷ　低温：７．１ｋＷ

化粧パネル、ＳＵＳ製防雪フード（吹出、吸込）、

溶融亜鉛メッキ鋼製架台５００Ｈ（屋根付）

１－２００

１－２００

１－２００

１．８３

３．１０

２階：消防団休憩室

特記事項 １．ＳＵＳ製防風板付丸形ベントキャップは指定色塗装仕様品とする。

２．ＯＡ-１の取付高さは現場合わせとする。

２４時間換気計算書

給 気 機 に 排 気 機 に 対　応　機　器床 面 積 平均天井高 気　　積 換気回数 必要換気量 実現換気回数
備　　　　考室　　　　名 換気種別 よる換気量 よる換気量 （回）

（ｍ2） （ｍ） （ｍ3） （回） （ｍ3/ｈ） （ｍ3/ｈ） （ｍ3/ｈ） （判定） 給気機器 排気機器

０．５ 第三種 ＯＡ-１×２２階消防団休憩室 ２．５０ ＶＦ-１

室外機用コンクリート基礎は建築工事

２

１．９３

冷媒ガス種Ｒ４１０Ａ

１－１００能力天井換気扇 樹脂製低騒音形

付属品（２４時間換気用） ＤＣモーター

スイッチ（Ｐ-０４ＳＷＬＶ２）

１ＶＦ-１

ＳＵＳ製防風板付丸形ベントキャップ（防虫網）、吊金具、

２階：消防団休憩室

１－１００能力天井換気扇 樹脂製低騒音形

付属品

ＶＦ-２ φ１５０　×　３００ｍ3／ｈ　×　５０Ｐａ

ＳＵＳ製防風板付丸形ベントキャップ（防虫網）、吊金具、

スイッチは電気工事

１階：備蓄倉庫

１－１００能力

付属品

スイッチは電気工事

ＶＦ-３ パイプ用ファン 電気式シャッター付 φ１５０　×　５０ｍ3／ｈ　×　１５Ｐａ

ＳＵＳ製防風板付丸形ベントキャップ（防虫網）、

０．００５９

１

φ１５０　×　３４０ｍ3／ｈ　×　８５Ｐａ ０．０１０

０．０４４

２ ２階：トイレ１、トイレ２

能力 φ１５０ＲＦ－１ 同時給排気形 １－１００レンジフードファン

付属品（本体は別途建築工事）

２φ１５０　　風量は成り行き能力ＯＡ-１ ネットフィルター壁付自然給気口

付属品 ＳＵＳ製防風板付丸形ベントキャップ（防虫網）

２階：消防団休憩室

１ ２階：キッチン

ＳＵＳ製防風板付丸形ベントキャップ（防虫網）×２

５８ ３４０ ３４０ ２．９回 （ＯＫ）４６．２１ １１５．５２

凡例

Ｒ ：冷媒配管（断熱材被覆銅管）

Ｄ ：ドレン配管（ＶＰ）

EM-CEE1.25□-3c(冷媒管共巻)

室内機

室外機

ＡＣＲ廻り凡例

特記事項

１．特記なき配管は天井内配管とする。

３．リモコンスイッチホルダーの取付位置は監督員の指示による。

２．操作渡り線（冷媒管共巻き）及びリモコンスイッチ取付は本工事とする。（左図参照）

４．屋外露出部の冷媒管は、樹脂製化粧ケース内配管とする。

25vp

φ
15
0

20
vp

ＶＦ

備蓄倉庫

２

φ
15
0

トイレ２

ＶＦ

３

トイレ１

ＶＦ

３

ＯＡ

１

消防団休憩室

 ×２

１

消防団休憩室

ＡＣＲ
 ×２

１

消防団休憩室

ＶＦ

20
vp

φ150.φ150

５．天井内のドレン管は保温工事を行う。（仕様は排水管と同様）

　　又、ドレン管は図示位置を立下げ、浸透桝に接続する。

(φ6.35×φ9.52)×2本
樹脂製化粧ｹｰｽ内配管(外壁面露出)

(φ6.35×φ9.52)×2本
樹脂製化粧ｹｰｽ内配管(外壁面露出)

25vp(外壁面露出)

25vp

塩ビ製浸透桝φ200×500H(塩ビ蓋付)

25vp(外壁面露出)

１

ＲＦ

キッチン

D

D D

R R

R R D

R

R

D

D

室外機用コンクリート基礎（建

５５０×１２５０×１５０Ｈ

２階平面図　S=1:100

１階平面図　S=1:100
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100、50

200、100

給排水衛生設備　配置図・凡例・桝表・掘削参考図 ０３

ＧＬ

掘削良質土

埋設帯

山砂類

給水管（敷地内非舗装）

掘削良質土

(1000)

１．Ｈは管底を示す。

２．（　）内はＨ＝１０００以上の場合を示す。

３．Ｈ＝１５００以上は建て込み簡易土留工法とする。

Ｈ

ＧＬ

汚水管（敷地内非舗装）

各工種掘削参考図　　Ｓ＝１：５０　

45
0

1
0
0

500 500

2
0
0

配管凡例

記　　号 名　称 施工場所・備考 配　　管　　材　　質

給　水　管 建物外地中埋設部 水道用ポリエチレン管

給　水　管 建物内土間埋設部 水道用ポリエチレン管

給　水　管 建物内地上部 一般配管用ステンレス鋼鋼管

排　水　管 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

排　水　管 建物外地中埋設部 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）

通　気　管 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

建物内地上部、土間埋設部及び屋外第一桝まで

建物内地上部

桝　　　表

番号 材質・大きさ 管　　　　底

汚　水　桝

最大排水管径 蓋　・　備　考 桝の形状

特記事項

樹脂製蓋はターンアップ開閉密閉式とする。

小口径塩ビ桝φ２００ Ｈ φ１００

小口径塩ビ桝φ２００ Ｈ

小口径塩ビ桝φ２００ Ｈ

φ１００ 樹脂製蓋

φ１００ 樹脂製蓋

Ｈ樹脂製桝φ３００ レジコン製蓋・既存桝

樹脂製蓋

９０Ｌ

ＳＴ

１

２

３

４

５００ ＳＴ

５５０

６７０

７１０

既存給水管20vp

20

20
1
00

100 100

不凍水栓柱(13A×1.2m)
自動接手付横水栓F-12-13

１

１

１

１

１

量水器廻り

止水栓　　　２０

止水栓　　　２０

量水器桝　　樹脂製 １

逆止弁　　　２０

弁きょう　　２０ｍｍ用

量水器　　　２０（村からの支給品）

量水器

１

２ ３

４

1
00

2
0

地中埋設標(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)×4

20

既存給水管20vpから分岐

Ｍ

配置図　S=1:100

前面道路幅員（22.0m）

敷地出入り口 敷地出入り口
幅7.0m 幅7.0m

道路側溝

歩道 歩道

道路境界線　36,500

既存花壇 既存花壇

建物前スペース　17ｍ×２６m

16
,8
0
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 50

100

０４工事名称 図面名称大潟村防災センター改築工事 給排水衛生設備　１・２階平面詳細図、衛生器具表

合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計

器　　　具　　　名

腰掛式大便器

参　考　型　番

ＢＣ-Ｐ２０Ｈ 防露式蜜結形ロータンク（手洗無し）、温水洗浄便座（ＣＷ-ＰＢ１１Ｆ-ＮＥ）、リモコン便器洗浄タイプ、

ＳＵＳ製棚付二連式紙巻器（ＣＦ-６３ＨＳＴ）

低リップ自動洗浄小便器 Ｕ-４０６ＲＵ ＯＫ-１００ＳＥＴ（ＡＣ１００Ｖタイプ）

壁掛式コンパクト手洗器

１

衛生器具表

主　要　付　属　金　具

プッシュ式セルフストップ水栓、床給水、ＳトラップＬ-Ａ７４ＰＢ

２階

ト
イ
レ
１

ト
イ
レ
２

１ １

１

１ １

2

2

記号 名称・規格・寸法

水抜栓 ＭＴ-２０×１．０ｍア

2
0

4
0

・流し台(混合水栓共）

・電気給湯器(台下設置)

・流し台の混合水栓～電気給湯器の二次側給水管、給湯管

下記は別途建築工事(電気給湯器の一次給水管、流し台の排水管の接続は本工事)

20

100

50 4
0

7
5

4
0

5
0

75

20

20

通気弁50(天井内取付)

50

CO-100

特記事項

１．２階の各配管は床下配管とする。（１階車庫天井部露出配管）

２．１階車庫内露出部分の給水管の保温はポリスチレンフォーム４０ｍｍ厚（アルミガラスクロス仕上げ）とする。

３．１階建物内の各配管は土間配管とし、土間床スラブから吊り込むこと。

1
00

ア

COA-100

20.100

20.100

20

100

２階平面詳細図　S=1:50

１階平面詳細図　S=1:50

物入
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間

（３０畳敷き）
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